
Ⅳ 平成３０年度に実施した主な施策
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

○男女共同参画の視点を入れた保育所・幼稚園・認定こども園の教職員用リーフレットの活用
【実績】保育園４１、幼稚園５６、認定こども園１１

幼保運営課

○「男女平等教育指導の手引」などを活用した授業の実施
【内容】小中学校において男女平等教育の学習主題として取り上げている内容を含んだ授業を実施
【実績】アンケート調査にて現在調査中
　　　　小学校 １，２０２クラス（総クラス１，２０２）
　　　　中学校　　 ５３４クラス（総クラス　　５３４）

教育・指導課

〇「さんかく岡山」主催事業【内容／実施日／参加者数】「コドモさんかくゼミ」
①親子いけばな教室（全２回）／７月２１日（午前と午後）／４０人
②親子ＰＨＯＴＯ教室（全２回）／７月２３日（午前と午後）／３６人
③消しゴムはんこ教室（全３回）／７月２６日、７月３０日（午前と午後）／７５人
④夏休み出前教室（全５回 放課後児童クラブ：鹿田小・甲浦小・千種小・三勲小・足守小）
  ／７月２７日～８月２７日／延べ１４３人

女性が輝くまちづく
り推進課
(さんかく岡山）

○男女平等意識・男女平等教育に関する調査の実施
【内容】男女平等に関する意識調査を小中学生を対象に実施。男女平等教育に関する調査を教職員を対象
に実施
【対象／実施日】男女平等に関する意識調査を市立全小学校の５年生1クラス（抽出）、全中学校の２年
生１クラス（抽出）の児童生徒に６月にアンケートを実施。男女平等教育に関する調査を市立小中学校に
６月にアンケートを実施

教育・指導課

○男女共同参画をテーマに含む視聴覚教材の購入・貸出
【内容】各学校園にビデオの貸し出しを行い、男女平等・相互理解・協力等について理解を深め、これら
の教育の充実を図る。
【実績】男女共同参画をテーマに含む作品の年間利用件数　１件
　　　　新規購入 ０本（男女共同参画の内容に関わる教材）

教育・指導課

○公民館主催講座の開催
【内容】広く市民に男女共同参画の周知を図る掲示及び講座を実施
【実績】２公民館　２講座実施　参加者１８１人

教育・生涯学習課
（公民館振興室）

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

１　個人としての尊厳の尊重及び性別に基づいて起こる人権侵害禁止

(１)男女共同
参画を推進す
る教育・学習
の充実

① 幼児期から
の男女共同参
画の視点を入
れた学習の推
進
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

１　個人としての尊厳の尊重及び性別に基づいて起こる人権侵害禁止

② 教職員・市
職員の男女共
同参画に関す
る理解の促進

○男女共同参画社会研修（小・中学校教諭希望者）
　【テーマ】男女共同参画・ＤＶ・ＬＧＢＴについて
　【実績】受講者２人

女性が輝くまちづく
り推進課
(さんかく岡山）

○新規採用職員研修（前期）
【内容】女性が輝くまちづくり、男女共同参画をメインテーマとする研修を新規採用職員研修（前期）で
実施
【受講者】新規採用職員 (１５５人）

人事課（人材育成
室）／女性が輝くま
ちづくり推進課

○男女共同参画をテーマとした校園内人権教育研修の実施
【内容】各学校園の教職員人権研修において、男女共同参画をテーマにした研修を実施
【実績】５校（１４０人）

教育・指導課

○男女共同参画社会研修講座
【内容／講師】「男女共同参画社会の実現に向けて」／さんかく岡山 企画調整監
【実施日／場所】８月１０日／岡山市教育研究研修センター
【実績】小・中・高等学校の教職員の希望者及び中堅教諭研修受講者　３名

教育研究研修セン
ター

③ 男女共同参
画を推進する
人材の養成と
活用

○さんかくカレッジ（基礎コース）
【内容】男女共同参画社会の実現のために地域・家庭・職場・社会で活躍できる人材を育成
【実績】公民館（操南・岡南・南・東山）　各４講座、受講生 延べ２６６人

教育・生涯学習課
（公民館振興室）／
女性が輝くまちづく
り推進課(さんかく
岡山）

(１)男女共同
参画を推進す
る教育・学習
の充実
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

１　個人としての尊厳の尊重及び性別に基づいて起こる人権侵害禁止

(１)男女共同
参画を推進す
る教育・学習
の充実

③ 男女共同参
画を推進する
人材の養成と
活用

○さんかくカレッジ（専門コース前期講座　①女人禁制を考える-伝統・しきたりの裏にあるもの-　②ワ
ンコイン講座）
【内容】男女共同参画に関する知識を有する人材のさらなるレベルアップを図り、男女共同参画推進の具
体的な活動ができる人材を育成
【実績】①女人禁制を考える-伝統・しきたりの裏にあるもの-８講座、受講者延べ１２３人
　　　　②ワンコイン講座（コース生以外でも女人禁制を考える-伝統・しきたりの裏にあるもの-
　　　　　の希望の講座を受講可能） １講座、受講者延べ２人

女性が輝くまちづく
り推進課(さんかく
岡山）

○さんかくカレッジ専門コース後期講座（ワークショップ）
【内容】受講者が専門コース前期講座で学んだ内容を基にパネルを作成し、市民向けに情報発信する。
【実績】女人禁制を考える-伝統・しきたりの裏にあるもの-８講座、受講者延べ１１８人
　　　　パネルを活用した情報発信　パネル発表会：１回
　　　　　　　　　　　　　　　　　パネル展示：１１回（９公民館で９回、さんかく岡山で２回）

女性が輝くまちづく
り推進課(さんかく
岡山）

④ 家庭や地域
における男女
共同参画に関
する学習機会
の提供

○男女共同参画に関する学習会への講師の派遣
【内容】学校等において児童・生徒・学生等を対象に、また、地域において実施される男女共同参画につ
いての講演会等に講師を派遣
【実績】４回、参加者延べ１２８人

女性が輝くまちづく
り推進課
(さんかく岡山）

○さんかくカレッジ（基礎コース）【再掲】
【内容／実施日／参加者数】
「家族が笑顔になる子育て応援講座」（全４回：岡南公民館）／７月３１日～１０月９日／延べ１３２人

女性が輝くまちづく
り推進課
(さんかく岡山）

○グループ活動
【内容】家庭や地域の教育力の活性化を図るため、保育園・幼稚園・小学校・中学校の保護者を中心に地
域の人たちで子育ての学習・交流・実践活動を行う。
○家庭教育セミナー
【内容】子育てや家庭教育にかかわる活動を地域や職場で計画しているグループの自主的な学習会・講演
会を支援する。

地域子育て支援課

○公民館重点分野による主催講座の開催
【内容】公民館全体で男女共同参画をテーマとする主催講座を実施
【実績】３７公民館　５７講座実施。延べ２,５３９人参加

教育・生涯学習課
（公民館振興室）

5
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

１　個人としての尊厳の尊重及び性別に基づいて起こる人権侵害禁止

(１)男女共同
参画を推進す
る教育・学習
の充実

⑤ 男女共同参
画に関する法
令や条例の趣
旨の周知

○「さんかく条例」等の周知
【内容】教職員・市職員階層別研修等でレジメや「さんかく条例」リーフレットの配布により、法令・条
例等の周知に努めた。
○「さんかく条例」改正に向けてのワークショップ開催【内容／実施日／場所／対象／参加者数】
①多様な性を考える会／１０月１６、２１日／さんかく岡山／一般市民／合計４３名
②さんかく条例改正に向けてのワークショップ／１０月１９日／さんかく岡山／さんかく岡山登録団体／
９名
③にじいろワークショップ／１０月２１日／市内／ＬＧＢＴ当事者／２３名

女性が輝くまちづく
り推進課

○公民館主催講座の開催
【内容】憲法を学び女性の人権尊重について考える。
【実績】１公民館　１講座実施　参加者１０人

教育・生涯学習課
（公民館振興室）

① 情報教育の
推進

○市職員人権研修などの実施
【内容】研修の中で人権尊重の視点に立った表現について取り上げた。
【実績】参加者５,６２６人

人権推進課

○新規採用職員研修などの実施
【内容】研修の中で人権尊重の視点に立った表現について取り上げた。
【実績】参加者１５６人

人権推進課

○公民館主催講座の開催
【内容】映画をとおして人権の尊厳について学ぶ。
【実績】１公民館　１講座実施　参加者５５人

教育・生涯学習課
（公民館振興室）

○公民館主催講座の開催
【内容】子どもの発達段階にあわせた電子メディアとの良い関係づくりに関する学習
【実績】１公民館　１講座実施　参加者６人

教育・生涯学習課
（公民館振興室）

(２)女性の人
権を尊重した
表現の推進の
ための基盤
づくり
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

１　個人としての尊厳の尊重及び性別に基づいて起こる人権侵害禁止

(２)女性の人
権を尊重した
表現の推進の
ための基盤づ
くり

① 情報教育の
推進

○初任者研修講座
【内容／講師】「情報モラルについて」
　　　　　　　　　　　／岡山市教育委員会事務局就学課学校環境調整室
【実施日／場所】５月１０日／百花プラザ
【実績】小・中学校の新規採用教諭　１３７名

教育研究研修セン
ター

○中堅教諭研修講座　中堅養護教諭研修講座
【内容／講師】「情報モラルについて」
　　　　　　　　　　　／岡山市教育委員会事務局就学課学校環境調整室
【実施日／場所】６月１２日／岡山ふれあいセンター
【実績】小・中学校の在職期間が９・１０年に達した教諭・養護教諭１２１名

教育研究研修セン
ター

○教育の情報化推進研修講座
【内容／講師】「新学習指導要領と教育の情報化について」
　　　　　　　　　　　／岡山市教育委員会事務局学校教育部指導課
　　　　　　　「情報セキュリティ等について」
　　　　　　　　　　　／岡山市教育委員会事務局学校教育部就学課学校環境調整室
　　　　　　　「学校における教育活動と著作権について」
　　　　　　　　　　　／岡山市教育研究研修センター
【実施日／場所】９月１８日／岡山ふれあいセンター
【実績】小・中学校の情報教育担当者　１２７名

教育研究研修セン
ター

② 社会環境浄
化のための活
動の推進

○機関誌「いくせい」の発行
【内容】各地区の青少年健全育成の取組の紹介や青少年育成係の行う補導活動，非行防止健全育成に係る
取組を紹介【実績】１,２００部×６号

地域子育て支援課

○岡山市青少年育成協議会への補助
【内容】市内３６中学校区の育成協議会専門部環境浄化部に、有害図書自動販売機設置の実態把握及び排
除のための行動を依頼

地域子育て支援課
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

１　個人としての尊厳の尊重及び性別に基づいて起こる人権侵害禁止

(３)性別に関
わるハラスメ
ントの防止及
び困難を抱え
る人への支援

① 性別に関わ
るハラスメン
トの防止に向
けた取組の促
進

○「さんかく岡山」出前講座【内容／実施日／場所／対象／参加者数】
①男女共同参画社会について／８月１０日／教育研究研修センター／教職員／２人
②社会教育計画／１月１７日／さんかく岡山／岡山大学学生／１３人
③男女共同参画・デートＤＶについて／１月２４日（午前）／中国短期大学学生／４４人
④男女共同参画・デートＤＶについて／１月２４日（午後）／中国短期大学学生／４９人
⑤社会教育計画／２月２日／さんかく岡山／就実大学学生／２２人
⑥男女共同参画社会について／２月２７日／ほっとプラザ／連合町内会幹部／３０人

女性が輝くまちづく
り推進課
(さんかく岡山）

○職場におけるハラスメントの防止
【内容】階層別研修、所属長研修及び各局で実施する人権研修において、ハラスメントの防止及び排除に
努めるよう啓発を促すとともに、専門講師によるハラスメント防止研修を実施し、ハラスメントのない職
場づくりに取り組んだ。
【実績】ハラスメント防止研修出席者（対象：所属長、出先機関の長）　２３０人

人事課

○セクハラ相談
【内容】相談員１名を配置して、職員のセクハラ相談を受付、関係部署と調整、解決を図る。
【実績】相談件数：２件（延べ件数：４件）

給与課

○講師派遣
【内容】事業者の要望に応じて人権研修の講師を派遣しているが、多くの場合、その研修の中で、ハラス
メントの一環としてセクハラについて取り上げている。
【参考】事業者人権研修 ２３回

人権推進課

○校長会・園長会等でのセクシュアルハラスメントを含む服務の徹底について指導し、教職員の意識を高
め、教育の場におけるセクハラ防止等に努める。
【内容】校長会・園長会（年３回）、校長会定例研修会・園長会定例研修会等（小学校・中学校・幼稚園
／各年１回）、副校長・教頭研修会（小学校・中学校／各年１回）
【対象】管理職員 ３２３人

教育・教職員課

○平成３０年６月にハラスメント防止ハンドブック等を全学校園長に配付。資料を活用してセクシャルハ
ラスメント等の服務に関することについて指導し、教育の場におけるセクハラ防止に努めるよう通知
【対象】全教職員

教育・教職員課
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

１　個人としての尊厳の尊重及び性別に基づいて起こる人権侵害禁止

② ひとり親家
庭の自立への
支援

○「岡山市寄り添いサポートセンター」における相談及び就労支援や生活の安定に向けた支援
【実績】新規相談人数 １,１１１人
　　　　就労支援人数    １９２人

生活保護・自立支援
課

○ひとり親家庭等の医療費負担の軽減を図るため、保険診療にかかる自己負担から一部負担金を控除した
額を公費で負担
【実績】受給者数９,４６８人、給付件数１３０,７７０件、給付金額２５３,３９０千円

医療助成課

○父親または母親がいない児童等を養育している場合に児童扶養手当を支給
【実績】児童扶養手当受給資格者数　６,３２９人

こども福祉課

○母子及び父子家庭の父母が就職する際に資格取得のための養成機関に通う場合の給付金交付
【実績】自立支援教育訓練給付事業　１４人
　　　　高等職業訓練促進給付金等事業　２２人

こども福祉課

○母子及び父子家庭等の保護者に対し、就職相談、就職支援講習会の実施、就職情報の提供等の実施
【実績】母子・父子自立支援員の相談件数　８,６３７件
　　　　介護職員初任者研修　　受講者　　４人
　　　　パソコン初級講座　　　受講者　１３人

こども福祉課

○母子生活支援施設の運営（仁愛館）
配偶者のいない女子又はこれに準ずる事情にある女子及びその者の監護すべき児童を入所させて保護する
とともに、自立の促進のためにその生活を支援し、併せて退所した者について相談その他の援助を行う。
【実績】月延初日世帯数　　３３世帯

こども福祉課

③ 女性や子ど
もの貧困対策
の推進

○就学援助世帯の小学４年生に学童服支給。生活保護世帯の小中学校一年生に購入助成金交付
【実績】学童服支給　　　８３０件
　　　　購入助成金交付　１９１件
○生活保護世帯の児童、生徒に対し、小中学校入学時に祝金支給
【実績】　　　　　　　　１９１件

福祉援護課

(３)性別に関
わるハラスメ
ントの防止及
び困難を抱え
る人への支援
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

１　個人としての尊厳の尊重及び性別に基づいて起こる人権侵害禁止

(３)性別に関わ
るハラスメント
の防止及び困難
を抱える人への
支援

③ 女性や子ど
もの貧困対策
の推進

○「岡山市寄り添いサポートセンター」における相談及び就労支援や生活の安定に向けた支援【再掲】
【実績】新規相談人数 １,１１１人
　　　　就労支援人数 　 １９２人

生活保護・自立支援
課

○生活保護受給世帯等の中学生及び高校生世代に対する学習支援
【実績】参加者数　１０８人

生活保護・自立支援
課／こども福祉課

○生活の安定と児童の健やかな成長に資するための児童手当の給付
家庭等における生活の安定に寄与するとともに、次代の社会を担う児童の健やかな成長に資するため、手
当の給付を行う。
【実績】児童手当受給者数　　５０,２４６人
　　　　特例給付受給者数　　  ４,３５７人

こども福祉課

○大学、高等専門学校、高等学校、専修学校へ就学する場合の奨学金貸付
奨学金制度…市内に居住する人、またはその子どもで、大学（短期大学を含む）、高等専門学校、高等学
校、専修学校へ就学する場合、成績・家計状況・人物評価の審査の結果に基づき、奨学金を貸し付ける。
入学一時金貸付制度…市内に居住している人へ、入学一時金を貸し付けし、高等学校・大学等への入学時
の費用負担を軽減する。
【実績】貸付者数　　高校　２０人　　大学等９人

こども福祉課

○家庭による児童の養育が困難となった場合に一時的に児童福祉施設等に児童の養育を委託する子育て短
期支援（ショートステイ）
利用者実人数　８２人　　延日数　８４１日

こども福祉課

○公民館主催講座の開催
【内容】女性と子どもの貧困について学ぶ。
【実績】１公民館　１講座実施　参加者２６人

こども福祉課
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

① 市民へのＤ
Ｖ防止啓発の
推進

○「さんかく岡山」出前講座【再掲】【内容／実施日／場所／対象／参加者数】
①男女共同参画社会について／８月１０日／教育研究研修センター／教職員／２人
②社会教育計画／１月１７日／さんかく岡山／岡山大学学生／１３人
③男女共同参画・デートＤＶについて／１月２４日（午前）／中国短期大学学生／４４人
④男女共同参画・デートＤＶについて／１月２４日（午後）／中国短期大学学生／４９人
⑤社会教育計画／２月２日／さんかく岡山／就実大学学生／２２人
⑥男女共同参画社会について／２月２７日／ほっとプラザ／連合町内会幹部／３０人

女性が輝くまちづく
り推進課(さんかく岡
山）

○事業者へのＤＶやハラスメントに関する出前講座
【実績】０回
○その他研修等【内容／実施日／場所／対象／参加者数】緊急一時保護研修／５月１７日／さんかく岡山／
緊急一時保護業務従事員／１３人

女性が輝くまちづく
り推進課

○岡山市ＤＶ防止啓発事業
【内容】市民のＤＶについての正しい理解を深めるとともに、ＤＶの相談支援機関の周知を図ることによ
り、ＤＶ防止に向けた啓発講座を行う。
【実績】２３１人参加

女性が輝くまちづく
り推進課

○「ＤＶ防止カード」及びパンフレット「話してみませんか」の配布
【内容】男女共同参画相談支援センターの「相談ほっとライン」や配偶者暴力相談支援センター等の相談窓
口を紹介したカードやパンフレットを市内の関係機関に配布。また、本庁舎や各支所等の窓口に設置
○多言語による相談支援事業に関するリーフレットや多言語電話帳を配置
○市が主催する各種イベントでの広報、啓発活動

女性が輝くまちづく
り推進課

○人権フェスティバル岡山の実施
【内容】１２月２日岡山ドームで実施の人権フェスティバルにおいて、さんかく岡山によるパネル展示・啓
発資料の配付を行った。
【参考】来場者１２，０００人

人権推進課

○高齢者虐待防止リーフレットの関係窓口での配布
【内容】高齢者虐待防止に関する啓発用のリーフレットを関係窓口で配布する。
【実績】必要に応じてリーフレットの配布を行った。

地域包括
ケア推進課

② 学校におけ
る男女共同参
画や人権教育
の推進

○男女共同参画に関する学習会への講師の派遣
【内容】学校等において児童・生徒・学生等を対象に実施される男女共同参画についての講演会等に講師を
派遣
【実績】４回

女性が輝くまちづく
り推進課(さんかく岡
山）

(１)暴力の未
然防止・再発
防止のための
取組の推進

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

２ 配偶者等からの暴力防止及び被害者支援の推進（ＤＶ対策基本計画）
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

２ 配偶者等からの暴力防止及び被害者支援の推進（ＤＶ対策基本計画）

(１)暴力の未
然防止・再発
防止のための
取組の推進

② 学校におけ
る男女共同参
画や人権教育
の推進

○思春期保健対策モデル事業（いのちを育む事業）の実施
【内容】中学３年生を対象にいのちの重みを感じ、自分自身や周囲の人を大切にする気持ちを育むこと目的
に実施
　３回の授業(１回目：乳児の発達・接し方について事前学習 ２回目：乳児・保護者とのふれあい体験 ３回
目：助産師等による講話)を授業に位置づけて実施
【対象/実績】中学校３年生/実施校９校、延べ２，９８８人(生徒)、親子ボランティア（乳児３９８人）

健康づくり課／保健
体育課

○研修会等で性に関する指導の充実及び実施上の留意点について指導し、徹底を図っている。
○毎年度、性に関する指導の状況調査を実施している。

教育・保健体育課

○「男女平等教育指導の手引」などを活用した授業の実施【再掲】
【内容】小中学校において男女平等教育の学習主題として取り上げている内容を含んだ授業を実施
【実績】アンケート調査にて現在調査中
　　　　小学校 １,２０２クラス（総クラス １,２０２）
　　　　中学校 　 ５３４クラス（総クラス 　 ５３４）

教育・指導課

○さまざま人権課題をテーマとした授業実施への支援
【内容】
・人権や人権課題をテーマとした授業の外部講師に対する講師謝礼金を支給する。
・人権や人権課題をテーマとした視聴覚教材を貸出する。
・人権や人権課題をテーマとした資料を配付する。
【実績】
・講師謝礼金支給　    １１件
・視聴覚教材の貸出　１６０件
・資料の配付　 　５,０４９冊

教育・指導課

○男女共同参画社会研修講座【再掲】
【内容／講師】「男女共同参画社会の実現に向けて」／さんかく岡山　企画調整監
【実施日／場所】８月１０日／岡山市教育研究研修センター
【実績】小・中・高等学校の教職員の希望者及び中堅教諭研修受講者　３名

教育研究研修セン
ター

③ 再発防止に
向けての調
査・研究

○ＤＶ加害防止に向けた情報収集
大都市男女共同参画行政主管者会議（東京）、日本女性会議２０１８（金沢）など
○市男女共同参画相談支援センター相談員に対する研修
【実績】全国シェルターシンポジウム、女性の相談事業に携わる人のための実践研修、若年層を対象とした
女性に対する暴力の予防啓発のための研修、フェミニストカウンセリング専門講座、性犯罪被害者等支援体
制整備促進事業研修、ＤＶ防止啓発事業講座、相談支援センタースーパーバイズ

女性が輝くまちづく
り推進課
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

２ 配偶者等からの暴力防止及び被害者支援の推進（ＤＶ対策基本計画）

(２)被害者の
早期発見及び
相談体制の充
実と関係機関
等の連携

① 被害者を早
期に発見する
ための環境づ
くり

○「ＤＶ防止カード」及びパンフレット「話してみませんか」の配布【再掲】
【内容】男女共同参画相談支援センターの「相談ほっとライン」や配偶者暴力相談支援センター等の相談窓
口を紹介したカードやパンフレットを市内の関係機関に配布。また、本庁舎や各支所等の窓口に設置
○関係機関との連携による被害者の早期発見及び通報に対する迅速かつ適切な対応
【実績】通報件数２０件

女性が輝くまちづく
り推進課

○地域で活動している関係団体等への情報提供や研修の実施 女性が輝くまちづく
り推進課

○岡山市高齢者虐待防止連絡会の開催
【内容】福祉、保健、医療、司法、警察、行政等の関係機関の代表による連絡会を開催。高齢者虐待の防
止、早期発見、迅速な対応などの連携強化を図る。
【実績】平成３０年８月開催

地域包括
ケア推進課

○岡山市愛育委員協議会
　　情報提供を目的としたチラシの配布
　　講演会等の情報提供

健康づくり課

○個別支援会議
【内容】児童虐待ケース等に関して、支援関係機関が一同に会し各機関の役割を確認したり、支援の方向性
を共有する。その中でケースのかかえる課題にＤＶ問題があれば、専門機関を加えるなど支援が早期に入れ
るようにする。

健康づくり課

○ＤＶに関する相談
【内容】各福祉事務所の地域こども相談センターの家庭・女性相談員が女性相談を受けているが、その中で
ＤＶに関する相談も受け、必要な対応をしている。また関係機関と連携して被害者の早期発見に努めてい
る。
【実績】地域こども相談センターの女性相談件数９,５２７件のうち、ＤＶに関する相談３９５件

こども福祉課
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

２ 配偶者等からの暴力防止及び被害者支援の推進（ＤＶ対策基本計画）

(２)被害者の
早期発見及び
相談体制の充
実と関係機関
等の連携

① 被害者を早
期に発見する
ための環境づ
くり

地域子育て支援センター　※地域子育て支援拠点事業のうち、保育園・認定こども園に併設されているも
の。
【内容】
乳幼児（主としておおむね３歳未満の児童）及びその保護者を対象として、交流の場の提供と交流の促進、
子育てについての相談、情報提供、助言その他の援助を行う。
【実績】
相談件数　５,５８８件
※地域子育て支援センター２１施設での相談件数の合計（電話・面接）
※相談内容はＤＶに関連したもののみではない。

地域子育て支援課

○ＤＶについて保育士・保育教諭・教諭間で周知徹底した上、子どもと保護者をよく観察し、関係機関と連
携しながら早期発見に努めた。

幼保運営課

○共に成長し合う学級集団づくり推進事業
【内容】質問紙調査を実施し、子どもたちが安心して生活できる学級集団づくりを進めると共に、支援が必
要な子どもを早期に発見し、支援につなぐ仕組みをつくる。
【実績】岡山市立小学校の２年生以上の児童及び中学校全生徒を対象

教育・指導課

○生徒指導の推進
【内容】子どもの問題行動や不登校を未然に防ぐ取組を進める中で、家庭や保護者の課題を早期に発見し、
早期支援につなぐ。教育相談を定期的に行うなど、日頃から子どもや保護者が学校に相談しやすい環境をつ
くる。

教育・指導課

② 配偶者暴力
相談支援セン
ターを中心と
した相談体制
の充実

○男女共同参画相談支援センター（一般相談）
【内容】専門の相談員５人が、ＤＶやセクハラなどの性別に起因する人権侵害に関して、面接・電話相談に
応じる。
【相談件数】２,１５３件（うちＤＶ相談６８３件）
○ケース会議（１３回）
【内容】対応に特別な配慮を要する困難事例について、相談支援センターの相談員と職員とで、対応につい
て議論・検討をしている。

女性が輝くまちづく
り推進課
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

２ 配偶者等からの暴力防止及び被害者支援の推進（ＤＶ対策基本計画）

(２)被害者の
早期発見及び
相談体制の充
実と関係機関
等の連携

② 配偶者暴力
相談支援セン
ターを中心と
した相談体制
の充実

○男女共同参画相談支援センター（特別相談）
【内容】一般相談を受けた相談者の中で法律相談や心理カウンセリングが必要と認められる者を対象に、そ
れぞれ毎月１回程度、弁護士や精神科医師等が相談に応じる。
法律相談３０件、精神科医相談・心理カウンセリング２５件

女性が輝くまちづく
り推進課

○男女共同参画相談支援センター相談員に対する研修
【実績】全国シェルターシンポジウム、女性の相談事業に携わる人のための実践研修、若年層を対象とした
女性に対する暴力の予防啓発のための研修、フェミニストカウンセリング専門講座、性犯罪被害者等支援体
制整備促進事業研修、ＤＶ防止啓発事業講座、相談支援センタースーパーバイズ

女性が輝くまちづく
り推進課

○庁外ネットワーク会議
【会議名／構成／回数】
① 女性相談員等連絡会議／県下全域の女性相談員等／３回
② 女性の人権相談機関連絡会／弁護士会、県下の男女共同参画センター、県警本部、女性相談所／３回
③ ＤＶ被害者保護支援関係機関連絡会議／福祉事務所、県警本部、女性相談所等／２回

女性が輝くまちづく
り推進課

○ＤＶ対策庁内ネットワーク会議
【内容】庁内関係各課（出席２８課）／１１月１４日

女性が輝くまちづく
り推進課

○「ＤＶ防止カード」及びパンフレット「話してみませんか」の配布【再掲】
○地域包括支援センターとの連携
○外国人や障害のある相談者に対する通訳や手話等を介した相談支援【実績】０件
○裁判所、警察署、弁護士等への相談員同行支援（被害者負担軽減）【実績】５件
○相談員へのスーパーバイズの実施【内容】精神科医等により実施  【実績】６回

女性が輝くまちづく
り推進課

○犯罪被害者等支援に関する岡山市職員研修事業
【内容／実施日／場所／対象／参加者数】講演、意見交換／平成３０年１０月１０日／ほっとプラザ大供／
関係職員２９名
○犯罪被害者支援等総合相談窓口
【相談件数】３件

生活安全課
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

２ 配偶者等からの暴力防止及び被害者支援の推進（ＤＶ対策基本計画）

(２)被害者の
早期発見及び
相談体制の充
実と関係機関
等の連携

② 配偶者暴力
相談支援セン
ターを中心と
した相談体制
の充実

○外国人市民向け相談窓口の設置
【内容】日本語が分からないなどの理由から行政手続き・生活相談ができなくて困っている外国人市民から
の相談に多言語で応じる。
対応言語は英語、中国語、韓国語の３言語
【実績】ＤＶ被害相談に関すること　３件

国際課

○通訳者研修への参加
【内容】岡山県女性相談所が実施している「外国人ＤＶ被害者等を支援する専門通訳者養成研修」へ国際課
嘱託職員（英語・韓国語）３名が参加

国際課

○地域包括支援センターによる相談体制
【内容】本センター、分室での相談体制
【実績】高齢者虐待対応件数　１９８件

地域包括
ケア推進課

○高齢者虐待防止専門員の配置
【内容】地域包括ケア推進課に高齢者虐待防止専門員に加えて、再任用の担当者を配置。相談体制の強化充
実を図る。

地域包括
ケア推進課

○聴覚障害者からのＤＶ相談については、依頼に応じて障害福祉課の手話通訳者（嘱託職員）を派遣してい
る。
【３０年度実績】なし

障害福祉課

○ＤＶに関する相談【再掲】
【内容】各福祉事務所の地域こども相談センターの家庭・女性相談員が女性相談を受けているが、その中で
ＤＶに関する相談も受け、必要な対応をしている。また関係機関と連携して被害者の早期発見に努めてい
る。
【実績】地域こども相談センターの女性相談件数９,５２７件のうち、ＤＶに関する相談３９５件

こども福祉課

○相談窓口についての市民への周知
【内容】児童虐待防止啓発のチラシを作成し、岡山市内の全保育園・幼稚園・小中学校・特別支援学校等に
配布し、通告義務の周知を図る。また、通告先として各福祉事務所内地域こども相談センターの周知を図る
中で、合わせて女性相談窓口の周知も図る。

こども福祉課

○相談員に対する研修の充実
【内容】岡山県女性相談所の行う女性相談員連絡会、ＤＶ被害者支援機関連絡会や全国婦人相談員研究協議
会等の研修に参加し資質、能力の向上を図る。

こども福祉課
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

２ 配偶者等からの暴力防止及び被害者支援の推進（ＤＶ対策基本計画）

○岡山県男性相談窓口との連携 女性が輝くまちづく
り推進課

○アルコールや薬物相談などの専門相談の実施（※男性に特化していない）
　【内容】専門医等による相談
　【実績】アルコール：２０件、薬物：２件、ギャンブル：１０件　（延１５９人）

こころの健康セン
ター

④ 関係機関や
団体との連
携・協力体制
の強化

○庁外ネットワーク会議【再掲】
【会議名／構成／回数】
①女性相談員等連絡会議／県下全域の女性相談員等／３回
②女性の人権相談機関連絡会／弁護士会、県下の男女共同参画センター、県警本部、女性相談所／３回
③ＤＶ被害者保護支援関係機関連絡会議／福祉事務所、県警本部、女性相談所等／２回

女性が輝くまちづく
り推進課

○ＤＶ対策庁内ネットワーク会議【再掲】
【内容】庁内関係各課（出席２８課）／１１月１４日

女性が輝くまちづく
り推進課

○ＤＶ被害者支援民間シェルター運営事業補助
【内容】シェルターを運営する民間団体に対して、その運営を支援し、ＤＶ被害者の保護・自立支援の充実
を図る。
【実績】０件

女性が輝くまちづく
り推進課

○民間シェルターとの連携
【内容】公的な緊急一時保護終了後などに、被害者の安全確保と自立支援のため民間シェルターへの入所を
支援。
【実績】０件

女性が輝くまちづく
り推進課

○民間基金による金銭的支援
【内容】サンフラワー基金による自立支援金の支給を行った。（６件）

女性が輝くまちづく
り推進課

○都市男女共同参画推進会議にてＤＶサポーター事業についての情報共有・収集を行った。
【実績】サポーター活用　０件

女性が輝くまちづく
り推進課

○ＤＶ被害防止のため、必要に応じ高齢者、障碍者、犯罪被害者等に関係する民間団体と連携し被害者支援
に努めた。

女性が輝くまちづく
り推進課

(２)被害者の
早期発見及び
相談体制の充
実と関係機関
等の連携

③ 男性からの
相談に対する
体制の整備
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

２ 配偶者等からの暴力防止及び被害者支援の推進（ＤＶ対策基本計画）

(２)被害者の
早期発見及び
相談体制の充
実と関係機関
等の連携

④ 関係機関や
団体との連
携・協力体制
の強化

○岡山市高齢者虐待防止連絡会の開催【再掲】
【内容】福祉、保健、医療、司法、警察、行政等の関係機関の代表による連絡会を開催。高齢者虐待の防
止、早期発見、迅速な対応などの連携強化を図る。
【実績】平成３０年８月開催

地域包括
ケア推進課

○学校警察連絡会
【内容】４つの地区で年３回ずつ、計１２回開催。警察、こども総合相談所、地域こども相談センター、地
域子育て支援課等の関係機関が参加。学校からは生徒指導担当者が出席。学校との関係機関との情報交換、
事例検討等を実施

教育・指導課

⑤ 苦情への迅
速かつ適切な
対応の推進

○「さんかく条例２０条」に基づく申し出に関する制度運営の改善
【実績】０件

女性が輝くまちづく
り推進課

(３)被害者の
保護・自立に
向けての支援
の充実

① 被害者の保
護のための支
援

○ＤＶ被害者緊急一時保護
【内容】「さんかく条例」に基づき、ＤＶ被害者に対して市独自の緊急一時保護を２４時間体制で実施
【実績】０件（夜間緊急電話７件）
○各関係機関との連携による保護

女性が輝くまちづく
り推進課

○同伴する子どもを被害者と別に保護する必要がある場合には、随時、関係部署と連携し必要な支援が受け
られるよう努めた。

女性が輝くまちづく
り推進課

○「ＤＶ防止法」に基づく一時保護の受託
【目的】配偶者からの暴力被害者及びその同伴する家族を一時保護
【対象】岡山県女性相談所からの委託者
実施件数　０件

こども福祉課
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

２ 配偶者等からの暴力防止及び被害者支援の推進（ＤＶ対策基本計画）

(３)被害者の
保護・自立に
向けての支援
の充実

② 住居確保や
司法的な解決
に向けた支援

○男女共同参画相談支援センター（特別相談）【再掲】
【内容】一般相談を受けた相談者の中で法律相談や心理カウンセリングが必要と認められる者を対象に、そ
れぞれ毎月１回程度、弁護士や精神科医師等が相談に応じる。
法律相談３０件、精神科医相談・心理カウンセリング２５件
○裁判所、警察署、弁護士等への相談員同行支援（被害者負担軽減）【再掲】
【実績】５件
○保護命令の申立支援
【内容】１件の支援を実施。
○地方裁判所から請求される保護命令申立に伴う書面提出書類の作成
【内容】０件の提出書類作成
○市営住宅の目的外使用
【実績】０件

女性が輝くまちづく
り推進課

○無料法律相談
【内容】弁護士による無料法律相談。毎週水・木曜日午後１時から４時まで予約制で相談時間は一人３０
分。さんかく岡山で実施
【実績】平成３０年度　９８７件
※相談内容はＤＶに関連したもののみではない。

広報広聴課

○ＤＶ被害者については、市営住宅への入居者選考において抽選番号を２つ付与する優遇抽選を実施する。
【実績】年３回実施、応募１件、当選１件

住宅課

○市営住宅の目的外使用許可
【実績】　０件（新規０件、更新０件）

住宅課

○岡山県居住者支援協議会と連携し、住宅確保要配慮者入居円滑化マニュアルを作成し、配布している。 住宅課

○ＤＶ被害者グループワークの実施
【内容】相談を受けたＤＶ被害者のうち、希望者を対象にグループワークを行う。
【実施日／場所／対象／参加者数】　　年２回実施。／さんかく岡山／ＤＶ被害者／１１人

女性が輝くまちづく
り推進課

○ＤＶ被害者グループカウンセリングの実施
【内容】相談を受けたＤＶ被害者のうち、希望者を対象にグループカウンセリングを行う。
【実施日／場所／対象／参加者数】　　年２回実施。／さんかく岡山／ＤＶ被害者／３人

女性が輝くまちづく
り推進課
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

２ 配偶者等からの暴力防止及び被害者支援の推進（ＤＶ対策基本計画）

○再生品の提供  【実績】０件 女性が輝くまちづく
り推進課

○男女共同参画相談支援センター（一般相談）【再掲】
【内容】専門の相談員５人が、ＤＶやセクハラなどの性別に起因する人権侵害に関して、面接・電話相談に
応じる。（※随時、関係機関と情報交換を行い、必要な支援が受けられるよう努める。）
【実績】経済問題に関する相談件数２１件
○随時、関係機関との情報交換を密にし、必要な支援が受けられるように努めた。

女性が輝くまちづく
り推進課

○日本語教室の開催
【内容】外国人市民に日本語学習の機会を提供するため、友好交流サロン、京山・岡輝公民館において参加
無料の日本語教室を開く。
【実績】開催数　２０４回、参加者（延べ）３,４１７人

国際課

○経済的な問題などで生活に困窮している人に対して、岡山市寄り添いサポートセンターにおいて、相談者
が有する課題の解決に向けて就労支援のほか寄り添い型の支援を実施【再掲】
【実績】
　新規相談者数　１,１１１名

生活保護・自立支援
課

○経済的な事に関する相談
【内容】各福祉事務所の地域こども相談センターの家庭・女性相談員が女性相談を受けているが、その中で
経済的な事に関する相談も受け、必要な対応をしている。また関係機関と連携して必要な支援へつないでい
る。
【実績】地域こども相談センターの女性相談件数９,５２７件のうち、経済的な事に関する相談５１１件

こども福祉課

○母子生活支援施設仁愛館の入所者に対し、就労可能な世帯に再就職に向け、就業に関する相談窓口につい
ての情報提供を行った。
【実績】 ２人

こども福祉課

○就労に関する窓口相談についての情報提供
【実績なし】

産業振興・雇用推進
課

○保育所・認定こども園入園への配慮
【内容】ＤＶ被害者が安心して就労に取り組めるよう、保育園等の入園を幅広く受け入れた。
【実績】保育利用者４名（４世帯）

就園管理課

(３)被害者の
保護・自立に
向けての支援
の充実

③ 経済的自立
のための支援
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

２ 配偶者等からの暴力防止及び被害者支援の推進（ＤＶ対策基本計画）

③ 経済的自立
のための支援

○生活用品の提供が必要であると認められる被害者に対して、東部リユースぷらざにおいて提供している家
具・家電製品・自転車等の再生品を無償で優先的に提供する。
東部リユースぷらざ　１件、１点

東部リサイクルプラ
ザ

④ 心の回復に
向けた支援

○男女共同参画相談支援センター（一般相談）【再掲】
【内容】専門の相談員５人が、ＤＶやセクハラなどの性別に起因する人権侵害に関して、面接・電話相談に
応じる。
【相談件数】２,１５３件（うちＤＶ相談６８３件)

女性が輝くまちづく
り推進課

○男女共同参画相談支援センター（特別相談）【再掲】
【内容】一般相談を受けた相談者の中で法律相談や心理カウンセリングが必要と認められる者を対象に、そ
れぞれ毎月１回程度、弁護士や精神科医師等が相談に応じる。
法律相談３０件、精神科医相談・心理カウンセリング２５件

女性が輝くまちづく
り推進課

○ＤＶ被害者グループワークの実施【再掲】
【内容】相談を受けたＤＶ被害者のうち、希望者を対象にグループワークを行う。
【実施日／場所／対象／参加者数】　　年２回実施。／さんかく岡山／ＤＶ被害者／１１人

女性が輝くまちづく
り推進課

○ＤＶ被害者グループカウンセリングの実施【再掲】
【内容】相談を受けたＤＶ被害者のうち、希望者を対象にグループカウンセリングを行う。
【実施日／場所／対象／参加者数】　　年２回実施。／さんかく岡山／ＤＶ被害者／３人

女性が輝くまちづく
り推進課

○こころの健康相談電話
　【内容】こころの悩みや精神症状への対応について、本人や家族などからの相談を受付
　　　　　月～金（祝日・年末年始を除く）
　【実績】対応件数　３,７１２件

こころの健康セン
ター

○精神保健相談及び診察
　【内容】予約制／うつ状態など精神症状に関する精神科医の診察及び専門職による相談
　【実績】延人数　２,２５４人

こころの健康セン
ター

⑤ 子どもや高
齢者に向けた
支援

○必要に応じて、地域こども相談センター、関係課、学校等と連携した。
○教職員を対象として研修等において、配偶者からの暴力の特性、子どもへの配慮すべき事項等について周
知を図った。

女性が輝くまちづく
り推進課

(３)被害者の
保護・自立に
向けての支援
の充実
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

２ 配偶者等からの暴力防止及び被害者支援の推進（ＤＶ対策基本計画）

⑤ 子どもや高
齢者に向けた
支援

○ＤＶ現場に置かれた子どもは、様々な不安を抱え、精神的ダメージを受けていると考えられることから、
子どものケアのために、児童福祉司・児童心理司等の専門の職員が連携し、子どもへの支援を行った。

こども総合相談所

○相談支援業務を行う中でＤＶ家庭であることや、緊急でのＤＶの相談を受けた場合、女性相談所等関係機
関との連携を図るとともに、必要に応じて児童の一時保護等を行うなど、子どもの安全確保を最優先に支援
を行った。

こども総合相談所

○被害者の子どもの就学機会の確保
【内容】
避難している被害者の所在等の情報遺漏防止、前居住地教育委員会やその他関係機関との連携など、円滑な
就学に向けて対応している。また、住民票の異動なしに転居してきた場合は、現居住地で学齢簿を編製して
いる。経済的困窮を伴う場合は、現世帯の所得状況により就学援助の審査をする。

教育・就学課

○生徒指導担当者説明会・連絡協議会（生徒指導関係事業）
【内容】１回目の説明会（４月開催）で、警察やこども総合相談所等の機関から、問題行動や児童虐待等の
報告とともに、ＤＶについても現状と対応の在り方を紹介した。（年３回開催）
【実績】全ての小学校、中学校の生徒指導担当者を対象

教育・指導課

○危機管理担当者研修会（生徒指導関係事業）
【内容】第１回の研修会で、こども総合相談所等の機関から、児童虐待や自殺予防等とともに、ＤＶについ
ても現状と対応の在り方を紹介した。
【実績】全ての幼稚園、小学校、中学校の危機管理担当者（主に教頭）を対象

教育・指導課

○教育相談室運営
【内容】学校や家庭等が抱えている教育上の課題について、子どもや保護者、教職員を対象に教育相談を実
施。その中でＤＶに関連する相談も受けている。開室は月～金：9:00～18:30、土：9:00～16:00
【実績】平成３０年度相談件数：９,４１９件

教育・指導課

○スクールカウンセラー配置事業
【内容】臨床心理士等の心の専門家を小学校３６校（９１校中）、中学校３７校（３８校中）、高等学校１
校（１校中）に配置による。また、近隣の小中学校へも年間５～１０回程度勤務することで、全校でスクー
ルカウンセラーとカウンセリングが可能。子ども及び保護者のカウンセリング、教職員へのコンサルテー
ションだけでなく、ＤＶに関連する相談も可能
【実績】平成３０年度相談件数：１２,３６３件

教育・指導課

(３)被害者の
保護・自立に
向けての支援
の充実
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

２ 配偶者等からの暴力防止及び被害者支援の推進（ＤＶ対策基本計画）

(３)被害者の
保護・自立に
向けての支援
の充実

⑤ 子どもや高
齢者に向けた
支援

○地域包括支援センターによる支援
【内容】高齢者の総合相談機能を持つ地域包括支援センターによる支援
【実績】相談件数　５５,９４０件

地域包括
ケア推進課

○赤ちゃんすこやか相談
【内容】乳幼児の成長・発達に関することや、母親の育児上の悩み・不安に応じて相談や助言を行うこと
で、日常の中で解決が図られるよう適切な育児支援を行う。
【場所/実績】各保健センター、公民館、コミュニティーハウス等 ３６８回/乳児 延べ７,６７３人　幼児
延べ３８人

健康づくり課

○子ども相談主事配置事業
・教員ＯＢや社会福祉士等の教育、福祉の専門家を６福祉事務所に３名ずつ、計1８名配置。岡山市版ＳＳＷ
（スクールソーシャルワーカー）
・課題を抱える子ども及び保護者等への支援、学校園の対応への助言、教育機関と福祉機関の連携への支援
等に従事。ＤＶにも対応
・相談件数：１１,４４２件

こども福祉課

○各福祉事務所の地域こども相談センターにおいて、相談を受ける中で必要な関係機関と連携をとるよう努
めている。
【実績】児童相談　１,１３７件

こども福祉課

○地域子育て支援センター【再掲】
【内容】
乳幼児（主としておおむね３歳未満の児童）及びその保護者を対象として、交流の場の提供と交流の促進、
子育てについての相談、情報提供、助言その他の援助を行う。
【実績】
保護・自立に向けての支援の実績はないが、関係機関等との連携体制は整えている。

地域子育て支援課

○被害者が安心して生活できるよう、園（保育園・認定こども園・幼稚園）が受け入れるとともに、就労や
子育てについて相談を受け就学の支援を行い、学校とも連携を図った。

幼保運営課

○ＤＶが心理的虐待となる等、子どもの支援が必要な場合は、こども総合相談所、地域子ども相談センター
や警察など関係機関と連携して対応した。

幼保運営課

○毎日の登園を促し、被害者の子どもの安全確保及び安否確認をした。 幼保運営課

○ＤＶについて園長会や研修等で、園長・保育士・保育教諭・教諭に周知徹底し早期発見に努めた。 幼保運営課
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

２ 配偶者等からの暴力防止及び被害者支援の推進（ＤＶ対策基本計画）

⑥ 個人情報の
保護

○相談記録等をはじめとした被害者個人情報の厳重な管理（書類管理や電子ファイル閲覧制限）
○住民基本台帳の閲覧制限支援措置
【実績】１６件

女性が輝くまちづく
り推進課

勤務終了時に、相談記録等保管庫に施錠を行う等している。また、電子ファイルも支援センター職員以外の
職員が閲覧出来ないよう配慮している。

○ドメスティック・バイオレンス及びストーカー行為等の被害者に関して、住民票等の閲覧制限を行う。
【実績】３６４件（Ｒ１．６．１現在）

区政推進課

○個人情報の管理に細心の注意を払い、厳重に取り扱いを行っている。 生活保護・自立支援
課

○被害者が安心して医療を受けられるように市内に住民登録が無くても国民健康保険への加入を認めてい
る。
【実績】２世帯

国保年金課

(３)被害者の
保護・自立に
向けての支援
の充実
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

(１)性と生殖
の健康と権利
に関する理解
の促進

① 性の多様性
についての理
解促進

○「さんかく条例」改正に向けてのワークショップ開催【内容／実施日／場所／対象／参加者数】【再掲】
①多様な性を考える会／１０月１６、２１日／さんかく岡山／一般市民／合計４３名
②さんかく条例改正に向けてのワークショップ／１０月１９日／さんかく岡山／さんかく岡山登録団体／９
名
③にじいろワークショップ／１０月２１日／市内／ＬＧＢＴ当事者／２３名
〇「さんかく岡山」市民協働事業【内容／実施日／参加者数】
「大切な子どもを育むために知っておきたい基礎知識」（全３回）/５月１４日～６月２５日／延べ７２人

女性が輝くまちづく
り推進課（さんかく
岡山）

○市職員人権研修などの実施【再掲】
【内容】性的マイノリティを主要な人権課題として取り上げた。
【実績】参加者５,６２６人

人権推進課

○新規採用職員研修などの実施【再掲】
【内容】性的マイノリティを主要な人権課題として取り上げた。
【実績】参加者１５６人

人権推進課

○人権フェスティバル岡山の実施【再掲】
【内容】ブースを設けて、岡山市市民協働モデル事業で「プラウド岡山」が作成した一般市民向けリーフ
レット「多様な性を知ろう」を配布した。
【実績】来場者１２,０００人

人権推進課

○憲法週間市民のつどい
【内容】憲法週間行事の一環として、性的マイノリティをテーマに講演会を行った。
【実績】参加者７００人

人権推進課

○LGBT支援者（アライ）の見える化のための研修（人権啓発推進員及び協力員合同研修会）
【内容】各主管課及び各課に配置する人権啓発推進員及び協力員の研修において、性的マイノリティについ
ての講演会を開催した。
【実績】２７０人

人権推進課

○「多様な性の理解」についてのＨＰ作成
【内容】市民の理解促進・性的マイノリティ当事者支援のため、多様な性に関する情報や相談窓口の案内な
どをまとめたホームページを作成した。

人権推進課

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

３　性と生殖の健康と権利の確保及び生涯を通じた健康支援

7
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

３　性と生殖の健康と権利の確保及び生涯を通じた健康支援

(１)性と生殖
の健康と権利
に関する理解
の促進

① 性の多様性
についての理
解促進

○男女共同参画社会研修講座【再掲】
【内容／講師】「男女共同参画社会の実現に向けて」／さんかく岡山 企画調整監
【実施日／場所】８月１０日／岡山市教育研究研修センター
【実績】小・中・高等学校の教職員の希望者及び中堅教諭研修受講者　３名

教育研究研修セン
ター

○公民館重点分野による主催講座の開催
【内容】性の多様性についての理解促進をテーマとする主催講座を実施
【実績】２公民館　２講座実施　参加者２５人

教育・生涯学習課
（公民館振興室）

○妊孕性についての周知
【内容】①成人式で配布する『２０歳のパスポート（手帳）』に妊孕性について記載
　　　　②未来のパパ＆ママを育てる出前講座（県事業）への協力
【実績】岡山市内４校実施

健康づくり課

〇不妊に悩む方への特定治療支援事業の実施
【内容】特定不妊治療（体外受精及び顕微授精）を受けられた法律上の夫婦に対し、経済的な負担の軽減を
図るため、要した費用の一部を助成する。
【実績】申請件数　８８７件

健康づくり課

③ 学校におけ
る性に関する
指導の充実

○思春期保健対策モデル事業（いのちを育む授業）の実施【再掲】
【内容】外部指導者による性やいのちにかかわる授業や、乳幼児とのふれあい体験などを学校の教育活動に
計画的に位置づけ、効果的に性教育（生き方教育）を行う。
【対象／実績】中学校３年生／実施校９校、延べ２,９８８人（生徒）、親子ボランティア（乳児３９８人）

健康づくり課／保健
体育課

○エイズ・性感染症・性教育出前講座
【内容】学校や地域等幅広い対象にエイズ・性感染症についての正しい知識の普及啓発を行い、性について
見つめなおす機会を充実する。
【実績】７８回１２，１５１人（内訳）小学校２１回 、中学校３１回 、高等学校１３回 、専門学校５回
、大学２回 、特別支援学校等６回

保健課／教育・保健
体育課

② 女性の健康
問題や妊孕性
（にんようせ
い）について
の啓発及び支
援
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

３　性と生殖の健康と権利の確保及び生涯を通じた健康支援

(１)性と生殖
の健康と権利
に関する理解
の促進

③ 学校におけ
る性に関する
指導の充実

○性に関する指導状況調査
　【内容】体育、特別活動、総合的な学習の時間、道徳、その他教科における性教育実施時間数および指導
内容を調査
　【対象／時期】全小中学校／平成３１年３月
　【平均指導時間/年間】小学校１１.８時間　中学校１０.１時間

教育・保健体育課

○岡山市学校保健会保健部会研修会等で指導
　【内容】性に関する指導について、指導上の注意事項を説明
　【対象】教職員

教育・保健体育課

○児童・生徒を対象とした性に関する相談の実施
【個別相談平均実施回数】小学校２.２回　中学校８.１回

教育・保健体育課

④ 性に関する
学習機会の充
実

○エイズ・性感染症・性教育出前講座【再掲】
【内容】学校や地域等幅広い対象にエイズ・性感染症についての正しい知識の普及啓発を行い、性について
見つめなおす機会を充実する。
【実績】７８回１２,１５１人（内訳）小学校２１回 、中学校３１回 、高等学校１３回 、専門学校５回 、
大学２回 、特別支援学校等６回

保健課／教育・保健
体育課

(２)生涯を通
じた健康づく
りに対する支
援

① 相談体制の
充実

○思春期電話相談
【内容】思春期特有の健康問題に関する相談に応じて、適切な保健指導を行うことにより、健康の保持増進
と性意識の健全育成を図る。
【実績 】３１７件（男性３００件　女性１７件）

健康づくり課

② 健康づくり
のための知識
の普及啓発

○公民館・地区組織と連携した継続的・体験型の健康教室やウォーキング大会等
【内容】生活習慣の改善・生活習慣病の予防・健康の増進（運動を含む）
【実績】①健康づくり教室　各公民館・保健センター等　２６５回、８,３０１人
　　　　②ウォーキング大会、健康増進イベント等　１０７回　２２,２６９人

健康づくり課

○さんかくカレッジ（基礎コース）【再掲】
【内容／実施日／参加者数】
「仕事・家事・育児に頑張る２０～３０代のための癒し講座～セルフリカバリー～」／（全４回：岡南公民
館）／６月２日～７月７日／延べ５４人

女性が輝くまちづく
り推進課（さんかく
岡山）
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

３　性と生殖の健康と権利の確保及び生涯を通じた健康支援

(２)生涯を通
じた健康づく
りに対する支
援

② 健康づくり
のための知識
の普及啓発

○公民館重点分野による主催講座の開催
【内容】健康問題について理解を促進するため主催講座を実施
【実績】３７公民館　１２０講座実施　参加者３１,７２３人

教育・生涯学習課
（公民館振興室）

③ 食育の推進 ○男性のための料理講習会
【内容】望ましい食習慣や知識の普及、生活習慣の改善、健康な地域づくりをめざし、地域の男性を対象と
した料理講習会
【実績】各地区公民館等　８８地区、延べ１,７９５人

健康づくり課

○食に関する指導状況調査
【内容】食に関する指導の全体計画に基づいて教職員が共通理解して取り組めるよう指導体制の充実を目指
す。食に関する指導が学校全体で計画的に取り組めるよう食育の実践・定着を図った。
【対象】岡山市立小中学校の教職員
【実績】食に関する指導が学校全体で計画的にできたと答えた学校の割合９６.１ ％

教育・保健体育課

○スクールランチセミナーの充実
【内容】各学校の特色を生かして、保護者・地域等と連携した食育活動の定着を図る。栄養教諭・学校栄養
職員が中心になり、「早寝　早起き 朝ごはん」をテーマに、長期休業中に中学校区の公共施設や各学校施設
を使用して、保護者を交え調理実習と食指導を実施した。
【対象】児童生徒とその保護者
【実績】「セミナーで学んだことを自らの食生活に生かしたい」と回答した
　　　　参加者の割合９３.６%

教育・保健体育課

○家庭・地域との連絡を図る活動
【内容】学校給食を活用して、家庭・地域との交流を図る活動として親子給食や地域の方等を招いての招待
給食、保護者や就学前の子どもへの試食会など、給食への理解を深める取組を実施した。
【対象】保護者、就学前の子ども、地域住民、生産者等
【実績】１２３校／１２７校、２５４回、延べ参加者数 ６,２５１人

教育・保健体育課
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

３　性と生殖の健康と権利の確保及び生涯を通じた健康支援

(２)生涯を通
じた健康づく
りに対する支
援

③ 食育の推進 ○スーパー食育スクール事業における成果の普及事業←R1年度から「客観的な数値を活用した食育事業」に
名称変更
【内容】各学校での食育の一層の充実を図るため、身体測定機器を用いた測定値や実態把握(データ)等の客
観的な数値を示すことにより、成長期にある児童生徒や保護者等に自ら生活を見直す機会を与え、食への興
味関心を喚起し、よりよい食生活・生活習慣・健康意識を向上させた。
【対象】児童生徒や保護者等
【実績】実態把握(データ)や身体測定値の客観的な数値をもとに、食に関する指導を行った
　　　　と答えた学校の割合９８.４%

教育・保健体育課

④ 健康診査
（健診）受診
の推進

○乳がん・子宮がん検診の無料クーポン券の交付
【内容】クーポン券の配付・個別勧奨により継続的な受診行動の定着化を図ることで、がん死亡のリスク軽
減を図る。
【実績】対象　子宮がん：２０歳女性　、　乳がん：４０歳女性
　　　　子宮がん：配付数　３,７６８人　受診者数　　 ４２２人
　　　　乳がん：配付数　　４,９１４人　受診者数　１,４６５人

健康づくり課

⑤ 「こころの
健康づくり」
の推進

○こころの健康相談電話【再掲】
　【内容】こころの悩みや精神症状への対応について、本人や家族などからの相談を受付
　　　　　月～金（祝日・年末年始を除く）
　【実績】対応件数　３,７１２件

こころの健康セン
ター

○こころの健康相談
【内容】こころの健康に関する相談体制を充実するため専門医が直接相談にあたる。
【実績 】実施回数　２８回　相談件数　５４件

健康づくり課

○公民館重点分野による主催講座の開催
【内容】女性の心の健康と自己管理をテーマに主催講座を実施
【実績】１公民館　１講座実施　参加者２９人

教育・生涯学習課
（公民館振興室）

(３)健康をお
びやかす問題
についての対
策の推進

① HIV／エイ
ズや性感染症
に関する教育
の推進と予防
のための啓発

○エイズ・性感染症・性教育出前講座【再掲】
【内容】学校や地域等幅広い対象にエイズ・性感染症についての正しい知識の普及啓発を行い、性について
見つめなおす機会を充実する。

保健課／教育・保健
体育課
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅰ　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重され安心して暮らせる明るいまちの実現

３　性と生殖の健康と権利の確保及び生涯を通じた健康支援

(３)健康をお
びやかす問題
についての対
策の推進

① HIV／エイ
ズや性感染症
に関する教育
の推進と予防
のための啓発

○「世界エイズデーin岡山」の開催
【内容】一般市民にエイズや性感染症について正しい理解を促し、予防する知識の普及を図る。
大学祭のイベントでエイズに関するクイズ、エイズキルトパネル展示、その他市役所ロビーにてパネル展を
開催
【実施日／場所／内容】
１０月１３日／中国学園大学・中国短期大学、１０月２０日～２１日／山陽学園大学、１０月２８日／就実
大学・就実短期大学、大学祭のイベントでエイズに関するクイズ、エイズキルト展示、パネル展を開催。１1
月２８日～２９日／市役所ロビーにてパネル展を開催。
【対象／参加人数】一般市民／約１００人

保健課／教育・保健
体育課

○エイズ・性感染症ホットライン・相談事業の実施
【内容】性行為によって感染する病気について電話相談及び面接相談を行う。
【対象／実績】一般市民／電話・窓口での相談２,１５５件（内ホットライン１,１１６件）、検査時相談件
数 ５０７件

保健課／教育・保健
体育課

② 薬物乱用防
止教育の充実

○薬物乱用防止普及啓発事業
【内容】「薬と健康の週間」事業の一環として、覚醒剤等薬物乱用防止の普及啓発を目的とし、パネル展
示、ＤＶＤ上映、おくすりクイズ、啓発資材の配布等を行う。
【実施日／場所/対象者】平成３０年１０月２７日／岡山ふれあいセンター／一般市民

保健管理課

○薬物乱用防止キャンペーン
【内容】市民に対し、薬物乱用の怖さ、違法薬物使用の恐ろしさの周知徹底を図り、健康と安全の大切さを
知ってもらうことを目的とし、パネル展示、啓発資材の配布等を行う。
【実施日／場所/対象者】平成３０年１０月１４日／イオンモール岡山／一般市民

保健管理課

○新成人への薬物乱用防止普及啓発
【内容】新成人を対象に送付される「２０歳のパスポート」に、危険ドラッグに関する記事を掲載し、若年
層への周知を図る。

保健管理課

○薬物乱用防止研修の情報提供
【内容】岡山市学校保健会小・中学校保健部会で薬物乱用防止教育の実態調査の結果報告や各校での教育推
進を保健体育課より依頼
【対象】養護教諭・保健主事
【実績】薬物乱用防止教室実施率：小学校７１.９％　中学校１００％

教育・保健体育課
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

(１)男女共同
参画の視点に
立った社会制
度・慣行の見
直し

① 地域・家
庭・職場にお
ける固定的な
性別役割分担
意識の是正の
ための啓発

○「さんかく岡山」市民協働事業
【内容／実施日／参加者数】
① 講演会「終活しますか？～私・私たちのこれからを考える～」／６月１６日／９６人
② 講演会「変わるお葬式 消えるお墓～ジェンダーと死にまつわる迷信や観念～」／６月２３日／８７人
③ 講演会「ジェンダーの視点で女性の自立を考える～生活と法の新しい関係～」／６月３０日／３２人
④ 講演会「ジェンダーの視点で女性の自立を考える～生活と法の新しい関係PartⅡ」／１月２６日／１７人

女性が輝くまちづく
り推進課(さんかく岡
山）

○「さんかく岡山」主催事業【内容／実施日／参加者数】「さんかくマルシェ」
① 「女性史講座 詩人 永瀬清子～女たちへのメッセージ～」／４月２８日／５７人
② 「写真教室～赤ちゃんを可愛く撮ろう！」／７月２日／１３人
③ 「上映会とお話～見えないから見えたもの～」／１０月２７日／９９人
④ 「男性家事講座～包丁研ぎ教室～」／１２月１５日／１５人
⑤ 「あなたのことがわからない！脳の男女差から考える～「分かろう」から「認める」へ～／１月１０日
　　／９７人
⑥ 「国末和美写真展～Ｗoman岡山で生きる～」／３月２日～１３日／４７人
⑦ 「ミモザ寄席～落語と漫才を女子力で～」／３月３日／１１３人

女性が輝くまちづく
り推進課(さんかく岡
山）

○「さんかく岡山」さんかくシアター
【内容】学習ビデオ・映画の上映と意見交換
【場所／回数／対象／参加者数】さんかく岡山／１２回／延べ１,０５０人

女性が輝くまちづく
り推進課(さんかく岡
山）

○さんかくウイーク実行委員会事業
① ワールドカフェ「男女の本音。リアルトーク～男女の意識差を話し合おう～」６月９日　３９名
② おとこの手料理フォトコンテスト　応募作品１７点

女性が輝くまちづく
り推進課

○男女共同参画社会の実現をめざす情報誌「ＤＵＯ」の配布
【内容】市民に男女共同参画を身近に感じ、理解を深めてもらうため、公募した市民の編集委員が中心と
なって取材や編集を行い、作成した情報誌「ＤＵＯ」を「市民のひろばおかやま」にはさみこみ全世帯配布
する。
【実績】２８７,４００部作成

女性が輝くまちづく
り推進課

○公民館主催講座の開催
【内容】固定的な性別分担の見直しをテーマとする講座を実施
【実績】７公民館　７講座実施　参加者１６０人

教育・生涯学習課
（公民館振興室）

Ⅱ　性別にかかわらず、多様な意見が生かされ互いの生き方を認め合えるまちの実現

４　固定的な性別役割分担の解消
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅱ　性別にかかわらず、多様な意見が生かされ互いの生き方を認め合えるまちの実現

４　固定的な性別役割分担の解消

(１)男女共同
参画の視点に
立った社会制
度・慣行の見
直し

② 苦情や相談
を通じた市政
の見直し

○さんかく条例に基づく苦情処理
【内容】市が実施する施策であって男女共同参画社会の形成に影響を及ぼすと認められる施策についての苦
情申出
【実績】０件

女性が輝くまちづく
り推進課

(２)女性の参
画の少ない分
野における対
策の推進

① 防災やまち
づくりの分野
などにおける
女性の参画の
拡大

○「さんかく岡山」市民協働事業
【内容／実施日／参加者数】①講演とワークショップ「みんなで学び、みんなで守るかぞく防災講座～（全
３回）／６月３０日、１１月１７日、１月２６日／延べ６５人
○さんかくカレッジ（基礎コース）【再掲】
【内容／実施日／参加者数】
「子育て家族の防災講座」（全３回：南公民館）／９月１４日、１０月２日、１１月９日／延べ３２人

女性が輝くまちづく
り推進課(さんかく岡
山）

○避難所の運営において女性や要配慮者を含めた多様な人への配慮が十分反映されるよう、防災まちづくり
学校や地域への出前講座などの講座の中で啓発を行った。
　　防災まちづくり学校　年間８回

危機管理室

○地域防犯ボランティア支援事業
【内容／場所／対象／実施回数】地域防犯ボランティア団体および防犯ボランティアに対する各種防犯指導
及び講座の実施／市内／地域防犯ボランティア団体及びその構成員／防犯ボランティア講座９６回

生活安全課

○女性消防団員増加の推進
【内容】
全国女性消防団員活性化大会（滋賀県）に参加し、他県の活性化推進策を学ぶとともに意見交換を実施。ま
た、地震や津波災害への対応を題材とした啓発劇に取り組み岡山県女性団員・若手団員研修会で発表。各地
区では平成２９年度に整備した軽可搬ポンプを使用し継続的に訓練を実施した。

消防企画総務課

○公民館主催講座の開催
【内容】災害現場や避難場所において女性の視点に立った配慮がなされることをテーマとする講座を実施
【実績】４公民館　４講座実施　参加者１３４人

教育・生涯学習課
（公民館振興室）
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅱ　性別にかかわらず、多様な意見が生かされ互いの生き方を認め合えるまちの実現

４　固定的な性別役割分担の解消

(２)女性の参
画の少ない分
野における対
策の推進

② ロールモデ
ルの情報の提
供

○女性活躍プログラムの開催
【内容】市内企業で働く女性社員のキャリア形成を支援するため、研修プログラムを実施
【対象】岡山市内の事業所に勤務している女性社員及びその上司
【実績】女性社員＋上司向け（１回）＋女性社員（午前・午後２部連続１回）＋女性社員フォローアップ
（１回）　参加者数：女性１５人、上司９人

女性が輝くまちづく
り推進課

③子どもの頃
からの理工系
分野への興味
の拡大

○「さんかく岡山」主催事業【再掲】
【内容／実施日／参加者数】
「コドモさんかくゼミ～もっともっと理科が好きになる実験教室」（全３回）
①薬剤師さんになってみよう！／８月１８日／２０人
②氷点下の世界を体験しよう！／８月２２日／１６人
③気象予報士と一緒に室内外の環境を測ってみよう！／８月２４日／１６人

女性が輝くまちづく
り推進課
(さんかく岡山）

○パンフレット等を作成する際には、広報ガイドラインを活用し、男女共同参画の視点に立った「表現」に
努めるよう促した。

女性が輝くまちづく
り推進課

○広報紙の作成にあたり、人権尊重の視点にたった「表現」のための手引に基づき男女共同参画の視点に
立った広報紙の作成に努めた。

広報広聴課

② 多様な媒体
を通じた広
報・啓発活動
の推進

○男女共同参画社会の実現をめざす情報誌「ＤＵＯ」の配布【再掲】
【内容】市民に男女共同参画を身近に感じ、理解を深めてもらうため、公募した市民の編集委員が中心と
なって取材や編集を行い、作成した情報誌「ＤＵＯ」を「市民のひろばおかやま」にはさみこみ全世帯配布
する。
【実績】２８７,４００部作成

女性が輝くまちづく
り推進課

○新聞紙面への掲載
【内容】「女性活躍シンポジウム」の内容を掲載
【記事】山陽新聞朝刊１頁

女性が輝くまちづく
り推進課

○ワークライフバランス啓発及び市内企業紹介事業
【内容】企業の女性活躍についての取組みや仕事と生活の調和の取組み等についての情報を掲載
【実績】５,０００部（市内企業に郵送）

女性が輝くまちづく
り推進課

○さんかくウイーク実行委員会事業
【内容】さんかくウイークのＣＭを「岡山駅南地下道デジタルサイネージ」などで上映

女性が輝くまちづく
り推進課

① 男女共同参
画の視点から
の市の広報ガ
イドラインの
活用

(３)男女共同
参画の視点に
立った広報・
情報提供の促
進
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅱ　性別にかかわらず、多様な意見が生かされ互いの生き方を認め合えるまちの実現

４　固定的な性別役割分担の解消

(３)男女共同
参画の視点に
立った広報・
情報提供の促
進

② 多様な媒体
を通じた広
報・啓発活動
の推進

○市広報紙「市民のひろば　おかやま」への掲載
【内容】毎月発行、全世帯配布。
【記事】《催し・お知らせ・募集など》
①５月号「市民の日関連事業　さんかくウイーク２０１８」（１／８頁）
②５月号「岡山市男女共同参画社会の形成の促進に関する事業者表彰の推薦」（１／８頁）
③６月号「さんかくウイーク２０１８」（１頁）
④９月号「ワークショップ「多様な性を考える会」参加者」（１／４頁）
⑤１０月号「子育て応援就活フェア」（１／８頁）
⑥１０月号「さんかくウイーク２０１９実行委員募集」（１／８頁）
⑦１０月号「男性管理職のためのワーク・ライフ・バランス実践セミナー受講者」（１／８頁）
⑧１０月号「岡山市女性の再就職支援事業「再就職アシスト講座（１コース全３回）」受講者」（１／８
頁）
⑨１０月号「シンポジウム「女性活躍が新たな企業価値をつくる」」（１／８頁）
⑩１０月号「「岡山市男女共同参画社会の形成の促進に関する条例（さんかく条例）の一部改正（案）」へ
の意見（パブリックコメント）」（１／８頁）
⑪ １月号「「さんかくウイーク２０１９」広報用イラスト募集」（１／８頁）

《施設ガイド》「さんかく岡山」のイベント・募集記事の掲載（毎月・１/８頁）

広報広聴課/
女性が輝くまちづく
り推進課

○市政テレビ「トメちゃん＆桃太郎の岡山Ｃｉｔｙかわら版！」（ＲＳＫ）の放送
【内容】市政の動き・展望・地域の話題・生活に役立つ情報などをリポーター取材形式で紹介（５分）
【テーマ/放送日】さんかくウイーク２０１８／①６月１６日　②６月１８日　③６月２０日

広報広聴課/
女性が輝くまちづく
り推進課

○市政テレビ「情報かわらばん」「いきいきおかやま」（ＣＡＴＶ ｏｎｉビジョン）の放送
【内容】市政の動向・行事・課題などを、文字放送形式（文字とナレーション／週替わりの５分番組を毎日
３回放送）とアナウンサーとの対話形式（半月替わりの１０分番組を毎日３回放送）で放送
【テーマ/放送日】〈文字放送形式〉
①さんかくウイーク２０１８／５月２８日～６月１日
②「さんかくウイーク２０１９」広報用イラスト募集／１月２１日～１月２７日
《対話形式》さんかくウイーク２０１８／６月１日～１５日

広報広聴課/
女性が輝くまちづく
り推進課

○市政ラジオ「オカヤマシティインフォメーションスクエア」（レディオｍｏｍｏ）の放送
【内容】パーソナリティと出演者との対話形式で放送（月～金曜・１５分番組）
【テーマ/放送日】 ①さんかくウイーク２０１８／６月４日
　　　　　　　　　②ワークショップ「多様な性を考える」参加者募集／９月１４日
　　　　　　　　　③さんかく条例の改正に対するパブリックコメントの実施／１１月８日
　　　　　　　　　④「さんかくウイーク２０１９」広報用イラスト募集／１月１８日

広報広聴課/
女性が輝くまちづく
り推進課
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅱ　性別にかかわらず、多様な意見が生かされ互いの生き方を認め合えるまちの実現

４　固定的な性別役割分担の解消

(３)男女共同
参画の視点に
立った広報・
情報提供の促
進

② 多様な媒体
を通じた広
報・啓発活動
の推進

○市政ラジオ「くらしと市政」（ＲＳＫ）の放送
【内容】パーソナリティによる原稿読み上げ形式（毎週金曜１１時２２分前後～３分程度）
【テーマ/放送日】
①さんかくウイーク２０１８／６月１日
②「さんかくウイーク２０１９」広報用イラスト募集／１月２５日

広報広聴課/
女性が輝くまちづく
り推進課

③ 市民意識・
実態調査の定
期的な実施

○「第４次さんかくプラン」の数値目標及び成果指標に係る現状値調査の実施
【内容】「第４次さんかくプラン」行政評価を実施するために各種サンプリング調査を実施。（平成３０年
度の現状値を把握）
【時期／対象】７～９月／①一般市民１,０００人　②外国人４００人　③５５３事業者　④３歳児健診１,
０３３人
【回収率】①３９.２％　②１４.５％　③４６.１％　④５６.７％

女性が輝くまちづく
り推進課

④ 男女共同参
画社会の形成
に資する統計
情報の収集・
整備・提供

○「第４次さんかくプラン」年次報告書（冊子）の発行
○岡山市女性活躍及びワーク・ライフ・バランスに関する調査報告書の発行／調査実施期間６月８日～７月
６日
○「さんかく岡山」市民協働事業
① 「岡山市ジェンダー統計 岡山の女性と男性２０１７解説書作成」
② 講演会「これからの働き方はどう変わる？～岡山市のジェンダー統計から見えてくる女性の仕事と生活～
　 ／９月１日／２０人

女性が輝くまちづく
り推進課

○公民館主催講座の開催
【内容】広く市民に男女共同参画の周知を図る講座及び掲示を実施
【実績】３公民館　３講座実施　参加者７５人

教育・生涯学習課
（公民館振興室）

8
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

○国際交流ふれあい講演会の開催
【内容】友好交流サロンにおいて、外国人市民や海外での貴重な体験を持つ日本人を講師とした、市民の国
際理解を深めるための講演会の開催（計２回開催　延べ３９名参加）

国際課

○異文化体験交流会
【内容】外国の遊びなどの異文化に触れることで、互いを尊重する多文化共生社会の推進を図る（計４回開
催、延べ７２名参加）。

国際課

○日本文化体験交流会　日本文化に触れながら日本人と外国人が交流し、多文化共生社会の推進を図る（計
４回開催、９９名参加）。

国際課

○国際理解出前講座
【内容】次世代の国際交流の担い手となる子どもたちに対して、本市の国際友好交流都市・地域をはじめと
する様々な文化を紹介するため、小学校に出向いて講座を開催（１４校、９０１人受講）

国際課

〇「さんかく岡山」市民協働事業【内容／実施日／参加者数】「いつまでもキラリ！～外国の高齢者実情か
ら～」／７月１日／４１人
〇さんかくカレッジ（基礎コース）【再掲】【内容／実施日／参加者数】
「こんなに違う？！意外と同じ？〇〇ってどんな国？～日本に来て感じたこと～」（全３回：東山公民館）
／９月２８日～１２月６日／４８人

女性が輝くまちづく
り推進課
(さんかく岡山）

(２)岡山市に
暮らす外国人
の地域社会へ
の参画促進

① 外国人のた
めの相談、情
報提供の充実

○外国人市民向け相談窓口
【内容】国際課窓口および友好交流サロンにおいて、本市在住の外国人市民から寄せられる行政手続きや生
活相談について、国際課の言語担当者(英語、中国語、韓国語)が通訳として対応（３３９件）

国際課

○多言語生活情報紙「あくら」の作成
【内容】７ヶ国語で身近な話題や行政情報を載せた情報紙の発行／発行年４回

国際課

○外国語パンフレットの作成
【内容】他課からの依頼に応じて国際課の言語担当者(英語、中国語、韓国語)等が翻訳を行う。

国際課

② 国際理解・
交流活動の推
進

○友好交流サロンの運営
岡山市国際交流協議会との協働で、外国人市民向けの生活情報を提供、地域の国際化のための様々な事業の
開催、外国人市民と日本人市民の交流の場の提供

国際課

Ⅱ　性別にかかわらず、多様な意見が生かされ互いの生き方を認め合えるまちの実現

５　国際的な取組についての理解及び協調、連携

(１)男女共同
参画に関する
世界の取組に
ついての理解
と国際協力・
交流の促進

① 世界の動き
や国際的な取
組等について
の情報提供及
び啓発

8
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅱ　性別にかかわらず、多様な意見が生かされ互いの生き方を認め合えるまちの実現

５　国際的な取組についての理解及び協調、連携

② 国際理解・
交流活動の推
進

○公民館主催講座の開催
【内容】結婚、子育て、学校における外国と日本の違いについて学ぶ。
【実績】１公民館　１講座実施　参加者４８人

教育・生涯学習課
（公民館振興室）

③ 外国人の意
見が反映され
る市政運営

○外国人市民会議の開催
【内容】地域社会の構成員である外国人市民の生活上の諸問題及び多文化共生社会の実現に関する必要事項
について調査審議するための会議の開催（２回開催）

国際課

(２)岡山市に
暮らす外国人
の地域社会へ
の参画促進

8
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

(１)市民協働
による男女共
同参画の一層
の推進

① 審議会や実
行委員会への
市民の参画の
推進

○男女共同参画専門委員会における公募委員
【内容】男女共同参画社会の形成の促進に関して意見を聴く専門委員会委員１０人の内公募委員３人。任
期：２年
【実績】１０人中３人（H３０.４.１現在）

女性が輝くまちづく
り推進課

○「男女共同参画推進週間（さんかくウイーク）」実行委員の募集
【内容】男女共同参画社会の形成の促進を図るため、「男女共同参画推進週間（さんかくウイーク）」にお
いて各種行事の企画及び運営を行う実行委員を募集する。
【実績】 ２９人（男性８人、女性２１人）

女性が輝くまちづく
り推進課

○「新成人の集い」実行委員の募集
【内容】新成人該当者による実行委員会を組織し、新成人の手で「新成人の集い」の企画・運営を行う(広報
は「市民のひろば」や大学等へ出向き学生への呼びかけ等)。
【実績】 ７人（男性５人、女性２人）

地域子育て支援課

② 男女共同参
画推進週間
（さんかくウ
イーク）への
参画の促進

○男女共同参画推進週間「さんかくウイーク」（６月２１日～２７日）
【内容】「さんかく条例」の規定に基づき、市民及び事業者と協働して全市的に各種行事等を実施
【実績】参加者数延べ３,５２８人

（プレウイーク６月１４日～６月２０日、フォローウイーク６月２８日～７月４日実施分を含む）

女性が輝くまちづく
り推進課

○「男女共同参画推進週間（さんかくウィーク）」での公民館行事の開催
【内容】男女共同参画をテーマとする講座を全館で開催
【実績】３７公民館　３７講座実施  １,０２７人参加

教育・生涯学習課
（公民館振興室）

③ 多様な団体
等の連携によ
る広報・啓発
活動の推進

○市広報紙・市政テレビ・市政ラジオ等による広報【再掲】
○「男女共同参画推進週間（さんかくウイーク２０１８）」でのさんかく岡山登録団体との連携
【実績】２３団体

女性が輝くまちづく
り推進課

Ⅱ　性別にかかわらず、多様な意見が生かされ互いの生き方を認め合えるまちの実現

６　市と市民等とのパートナーシップによる協働
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅱ　性別にかかわらず、多様な意見が生かされ互いの生き方を認め合えるまちの実現

６　市と市民等とのパートナーシップによる協働

(２)地域活動
への参画の促
進

① 地域活動へ
の参加促進の
ための学習機
会等の充実と
支援

○子ども会等の団体への支援
【内容】
①地域少年団体活動を支援するため補助金を交付／子ども会ほかボーイ・ガールスカウト等１２団体
②子ども会育成役員・指導者の研修会の開催／１２回
③子どものリーダー養成のための研修会の開催（各１回）／インリーダー研修会／ジュニアリーダー研修会

地域子育て支援課

○学校支援ボランティア事業
　【内容】地域の人材や保護者が趣味や特技を生かし、学校教育を支援するために予め登録し、ボランティ
アとして活動する。
   【実績】一般登録者　４，５９９人　（男性１，７５２人・女性２，８４７人）（Ｈ３１．３末）

教育・生涯学習課

② 持続可能な
開発のための
教育（ESD）の
推進

○「持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）の推進」
【内容】
①学校や公民館などにおける持続可能な社会づくりに対する教育・広報・啓発活動
②ＥＳＤに関わる学校や団体のネットワークづくり／２８７団体
③持続可能な社会づくりのための教育を行っている学校や団体等に助成金を交付／３９団体、ユネスコス
クール５１校
④ＥＳＤ岡山アワードを実施し、世界の優良事例を顕彰／グローバル賞２件、岡山地域賞２件
⑤イオンモール岡山で、「いきものフェスタ」を岡山市環境保全課、生活安全課消費生活センター共催で開
催し、ＳＤＧｓお買い物スタンプラリー等を実施
⑥持続可能な社会づくりに向けた目標の共有と、活動団体間の交流を目的としてＳＤＧｓフォーラムin岡山
2019を開催

ＥＳＤ
推進課

○「持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）」における取組についての情報提供
①メーリングリストによる情報交換／登録者数　７１１名
②フェイスブックでのＥＳＤ情報発信／いいね数１,４４９件
③ＥＳＤカフェを開催／年間１１回開催、延べ２９０名参加
④「おかやまＥＳＤウィーク」として事業の取りまとめと周知広報／３０事業（内訳：岡山市８、公民館１
４、岡山ＥＳＤプロジェクト参加団体８）

ＥＳＤ
推進課
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅱ　性別にかかわらず、多様な意見が生かされ互いの生き方を認め合えるまちの実現

６　市と市民等とのパートナーシップによる協働

(２)地域活動
への参画の促
進

② 持続可能な
開発のための
教育（ESD）の
推進

○「持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）の推進
【内容】
①市立全小中学校を対象としたＥＳＤ研修会の実施及び校内研修会への講師派遣
②ユネスコスクール推進校が地域と連携して行うＥＳＤ実践活動に対する費用助成
③学校間ネットワークを推進する学校の指定
④児童生徒によるＥＳＤの実践発表を実施
【実績】
①市立全小中学校を対象とした研修会を１回，ユネスコスクール推進校を対象とした研修会を２回開催。校
内研修会への講師派遣を２校へ実施
②ユネスコスクール推進校５１校への費用助成を実施
③継続して１校を指定
④「岡山子どもＥＳＤフォーラム」を１０月に開催

教育・指導課

(３)男女共同
参画社会推進
センター「さ
んかく岡山」
の機能の充実

① 市民協働の
活動拠点とし
ての場と情報
の提供

○市民協働事業
【内容】男女共同参画社会の形成を促進する事業について、その企画案をさんかく岡山登録団体（市民）か
ら募集する市民企画事業と市が提案する市企画事業を市と市民が協働で実施
【実績】市民企画事業１２事業
○さんかく岡山
【内容】
①会議室の利用提供
②ミーティングルームの利用提供
③図書・ビデオの貸出
④印刷機等の利用提供
⑤託児室の利用提供
⑥ギャラリー他利用提供
【利用実績】①７，３５９人　②３，７０２人　③２４８人　④５７人　⑤９８２人  ⑥６，１７８人

女性が輝くまちづく
り推進課
(さんかく岡山）
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

(１)長時間労
働の見直しと
多様で柔軟な
働き方の推進

① 企業との経
営者や管理職
の意識改革に
向けた啓発

○女性活躍シンポジウムの実施
【内容】市民・市内企業における女性活躍の気運の醸成を図るため、「企業における女性活躍の重要性」に
ついて、「企業での女性の活躍事例、女性活躍は企業の経営面からのメリットとなること等」をテーマとす
るシンポジウムを開催
【実績】来場者２２０人

女性が輝くまちづく
り推進課

○男性管理職セミナーの開催
【実績】３回実施　参加者数：６７人

女性が輝くまちづく
り推進課

○ワークライフバランス啓発及び市内企業紹介事業【再掲】
【内容】企業の女性活躍についての取組みや仕事と生活の調和の取組等についての情報を掲載
【実績】５,０００部（市内企業に郵送）

女性が輝くまちづく
り推進課

② 企業等にお
ける働き方改
革の促進

○男女共同参画推進事業所の認証
【内容】職場における男女共同参画を推進している事業所を認証する。
【実績】３１事業所（平成３１年３月３１日現在）

女性が輝くまちづく
り推進課

○事業者表彰
【内容】雇用の分野において男女共同参画社会の形成の促進に関する取組を積極的に行う事業者を「さんか
くウイーク」記念イベントにおいて表彰する。
【実績】 ２事業者

女性が輝くまちづく
り推進課

○ワークライフバランス啓発及び市内企業紹介事業【再掲】
【内容】企業の女性活躍についての取組や仕事と生活の調和の取組等についての情報を掲載
【実績】５,０００部（市内企業に郵送）

女性が輝くまちづく
り推進課

○女性活躍シンポジウムの実施【再掲】
【内容】市民・市内企業における女性活躍の気運の醸成を図るため、「企業における女性活躍の重要性」に
ついて、「企業での女性の活躍事例、女性活躍は企業の経営面からのメリットとなること等」をテーマとす
るシンポジウムを開催
【実績】来場者２２０人

女性が輝くまちづく
り推進課

○女性活躍プログラムの開催【再掲】
【内容】市内企業で働く女性社員のキャリア形成を支援するため、研修プログラムを実施
【対象】岡山市内の事業所に勤務している女性社員及びその上司
【実績】女性社員＋上司向け（１回）＋女性社員（午前・午後２部連続１回）＋女性社員フォローアップ
（１回）　参加者数：女性１５人、上司９人

女性が輝くまちづく
り推進課

Ⅲ　性別にかかわらず、誰もが能力を発揮し活躍できる活力あるまちの実現（女性活躍推進計画）

７　仕事と生活の調和の推進
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅲ　性別にかかわらず、誰もが能力を発揮し活躍できる活力あるまちの実現（女性活躍推進計画）

７　仕事と生活の調和の推進

(１)長時間労
働の見直しと
多様で柔軟な
働き方の推進

③ 市職員の働
き方改革

○市職員の年次休暇取得の促進
【内容】市職員が年次休暇を取得しやすい職場環境の整備に努めた。
【実績】年次休暇取得率　５８．８％（平成３０年度）

人事課

○職場管理者支援研修
【内容】働き方改革をテーマに、残業削減のマネジメントや、部下と一緒に進める残業削減技術などの業務
改善を扱った。
【受講者】各所属（課相当）の所属長及び出先機関の長（２５５人）

人事課（人材育成
室）

○「子育て支援ガイド」作成、配布
【内容・実績】「子育て支援ガイド」を作成、掲示板・共通様式に掲載し、職員に情報提供、周知した。

給与課

④ 女性活躍推
進法等関係法
令や制度の周
知

○女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画作成案内パンフレットを設置 女性が輝くまちづく
り推進課

(２)仕事と妊
娠・出産・子
育てを両立す
るための支援
策の充実

① 保育等サー
ビスの充実

○保育所の施設整備に対する補助
【内容】保育所の施設整備を実施する事業者に対して補助金を交付し、保育の受け皿拡大を図る。
【実績】９園に対して補助金を交付。平成３１年４月１日に８園開園、１園増築により、合計利用定員が８
２５人増加した。

こども園推進課

○小規模保育事業所に対する賃借料の補助
【内容】賃貸借物件により小規模保育事業を実施する事業者に対して補助金を交付し、小規模保育事業所の
設置の促進を図る。
【実績】９事業所に対し補助金を交付

こども園推進課
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅲ　性別にかかわらず、誰もが能力を発揮し活躍できる活力あるまちの実現（女性活躍推進計画）

７　仕事と生活の調和の推進

(２)仕事と妊
娠・出産・子
育てを両立す
るための支援
策の充実

① 保育等サー
ビスの充実

○保育所等の待機児童の解消
【内容】保育所等の定員増、定員の弾力化による受入児童数の拡大
【定員】１６，０７４人（平成３１年３月）　（対前年度比）６４４人増

保育・幼児教育課

○地域子ども・子育て支援事業の推進
【内容】①延長保育実施　②一般型一時預かり実施
【実施園数】（平成３１年３月現在）／（対前年比）
　　（公立）　①２７園／１園増　②８園　／増減なし
　　（私立）　①９０園／４園増　②４７園／増減なし

幼保運営課
保育・幼児教育課

② 放課後児童
対策の充実

○放課後児童健全育成事業
【内容】仕事等で保護者が昼間家庭にいない小学校の児童に、適切な遊びと生活の場を与え、健全育成を図
る。
【クラブ数】（平成３０年度末）９３クラブ

地域子育て支援課

③ 地域の子育
て支援体制の
充実

○地域子育て支援拠点
【内容】子育て親子の交流の場の提供や、育児相談、育児講座、その他各施設の特色を活かした取組で子育
てを支援する。
【設置数】公立保育園・認定こども園３か所、私立保育園・認定こども園１８か所、児童館６か所

地域子育て支援課

○児童館
【内容】児童福祉法に基づく児童厚生施設として児童に健全な遊びを与え、健康の増進と豊かな情操の育成
を図る。
【設置数】直営９館、指定管理者へ委託１４館（社会福祉協議会９館、ふれあい公社５館）

地域子育て支援課

○子育て広場（１２カ所）の開設
【内容】子育てに関する学習・交流・ふれあいの場として設置し、子育ての悩みの解消や子育て仲間づくり
を図る。

地域子育て支援課

○ファミリーサポート事業
【内容】育児の相互援助活動による、働く人の仕事と家庭の両立、安心して働くことができる環境づくりを
図る。

地域子育て支援課
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅲ　性別にかかわらず、誰もが能力を発揮し活躍できる活力あるまちの実現（女性活躍推進計画）

７　仕事と生活の調和の推進

(２)仕事と妊
娠・出産・子
育てを両立す
るための支援
策の充実

③ 地域の子育
て支援体制の
充実

○シルバー世代産前産後応援事業
【内容】家事・育児援助を必要とする産前・産後の世帯を対象とした子育て支援事業で、６０歳以上のシル
バー世代の支援者を派遣し、家事や育児を支援する。

地域子育て支援課

○のびのび親子広場
【内容】市立幼稚園・認定こども園の施設や機能を活用し、子育て支援を実施する。
①未就園児の保育活動
②園庭・園舎の開放
③子育て相談
④その他 実施園の行事、子育てサークルとの連携、子育て情報の提供などを行う。

幼保運営課

○公民館主催講座の開催
【内容】子育て中の親が学び合えるよう子育て講座を実施し、学習機会の提供を行った。また、子育て中の
親が学びやすいよう公民館の保育ボランティアが託児を担当したり、講座の企画運営に関わり支援した。
子育てサロンや子育て広場の開設など、親子で気軽に参加でき親どうしの交流がはかれる事業を実施した。
【実績】３７公民館　９１講座実施　参加者１８，２８３人

教育・生涯学習課
（公民館振興室）

④ 子育てに関
する相談支援
体制の充実

○おかやま産前産後相談ステーション
【内容】妊娠期から概ね出産後１年未満の産婦と乳児、その家族を対象とした相談窓口。助産師などの専門
職が親子手帳の交付や妊娠・出産・育児の相談に応じる。
【実績】平成３０年４月～平成３１年３月まで　　妊娠届　２,９２２件　その他の面接相談　２,２９４件

健康づくり課

○地域こども相談センターの運営
地域の身近な相談機関として家庭や子どもに関する多様な相談に応じ、適切な専門機関への紹介や、必要に
応じて関係機関と協力して支援を行う。
家庭児童相談件数　　１,１３７件
虐待相談件数　　   　　３７６件
女性相談件数　　　　９,５２７件

こども福祉課

○男女共同参画推進事業所の認証【再掲】
【内容】職場における男女共同参画を推進している事業所を認証する。
【実績】３１事業所（平成３１年３月３１日現在）

女性が輝くまちづく
り推進課
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅲ　性別にかかわらず、誰もが能力を発揮し活躍できる活力あるまちの実現（女性活躍推進計画）

７　仕事と生活の調和の推進

(２)仕事と妊
娠・出産・子
育てを両立す
るための支援
策の充実

⑤ 育児休業等
の制度の定着
促進

○男性市職員の育児休業取得の促進
【内容】男性市職員が育児休業、部分休業、育児短時間勤務を取得しやすい職場環境の整備に努めた。
【実績】男性市職員の育児休業 等取得率　４.８％（平成３０年度）

人事課

○「子育て支援ガイド」作成、配布【再掲】
【内容・実績】「子育て支援ガイド」を作成、掲示板・共通様式に掲載し、職員に情報提供、周知した。

給与課

⑥ マタハラ等
ハラスメント
の防止に向け
た取組の促進

○男女共同参画推進事業所の認証【再掲】
【内容】職場における男女共同参画を推進している事業所を認証する。
【実績】３１事業所（平成３１年３月３１日現在）

女性が輝くまちづく
り推進課

(３)仕事と介
護を両立する
ための支援策
の充実

① 介護に関す
る相談体制の
充実

○地域包括支援センターを中心に高齢者の生活支援に努める。
【内容】地域で暮らす高齢者を介護・保健・医療・福祉などの様々な面から総合的に支援するもの。
【事業実績】
①パンフレット印刷：２０,０００部
②虐待の対応：１９８件
③高齢者の相談：５５,９４０件

地域包括
ケア推進課

○公民館主催講座の開催
【内容】映画をとおして介護について学ぶ。
【実績】１公民館　１講座実施　参加者３０人

教育・生涯学習課
（公民館振興室）

② 介護休業等
の制度の定着
促進

○男女共同参画推進事業所の認証【再掲】
【内容】職場における男女共同参画を推進している事業所を認証する。
【実績】３１事業所（平成３１年３月３１日現在）

女性が輝くまちづく
り推進課
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅲ　性別にかかわらず、誰もが能力を発揮し活躍できる活力あるまちの実現（女性活躍推進計画）

７　仕事と生活の調和の推進

(３)仕事と介
護を両立する
ための支援策
の充実

③ 地域の介護
支援体制の充
実

○家族介護教室の開催
 【内容】高齢者を在宅で介護している家族等に対し、介護方法、介護サービス等に関する情報、介護者自身
の健康づくり等の知識や技術を提供するための家族介護教室を実施。介護している家族の身体的及び精神的
負担の軽減を図る。
【事業実績】開催回数５７回　参加人数９０３人

高齢者福祉課

○「さんかく岡山」主催事業「コドモさんかくゼミ」
【内容／実施日／参加者数】
①パパ＆キッズのクッキング教室「インスタ映え！デコ巻きずし」／７月２８日午前／２７人
②パパ＆キッズのクッキング教室「あんぜん安心なおやつべーグル」／７月２８日午後／２０人

女性が輝くまちづく
り推進課（さんかく
岡山）

○さんかくウイーク実行委員会事業【再掲】
おとこの手料理フォトコンテスト　応募作品１７点

女性が輝くまちづく
り推進課

○市職員の出産補助休暇・子育て休暇等取得の促進
【内容】市職員が出産補助休暇、子育て休暇等を取得しやすい職場環境の整備に努めた。
【実績】男性市職員の出産補助休暇取得率　１００％（平成３０年度）
　　　　男性市職員の子育て休暇取得率　１００％（平成３０年度）

人事課

○「子育て支援ガイド」作成、配布【再掲】
【内容・実績】「子育て支援ガイド」を作成、掲示板・共通様式に掲載し、職員に情報提供、周知した。

給与課

○子育てパパ・プレパパ応援事業
【内容】おおむね３歳までの子どもを持つ男性を対象として、男性の育児・家事参加に関する意識の高揚を
図るため、育児や家事に関する知識や具体的な技術の習得できる研修を実施する。

地域子育て支援課

○みんなで子育て推進事業
【内容】子育てパパ・プレパパ応援事業を充実させるために、子育て世代の男性に向け、ワークライフバラ
ンスの啓発を推進する研修を実施する。

地域子育て支援課

○公民館主催講座の開催
【内容】家庭において男性が家事・子育てに参加することを促進するため講座を実施
【実績】１３公民館　１３講座実施　延べ参加者８２４人

教育・生涯学習課
（公民館振興室）

① 男性の家事
や子育てへの
参加の支援・
促進

(４)子育てや
介護など家庭
生活への男性
の参画促進
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅲ　性別にかかわらず、誰もが能力を発揮し活躍できる活力あるまちの実現（女性活躍推進計画）

７　仕事と生活の調和の推進

(４)子育てや
介護など家庭
生活への男性
の参画促進

② 男性の介護
への参加の支
援

○市職員の介護休暇取得の促進
【内容】市職員が仕事と介護を両立できる職場環境の整備に努めた。
【実績】短期介護休暇取得人数　２０人（平成３０年に取得した男性職員（市長事務部局））

人事課

③ 男性のため
の相談体制の
整備

○相談窓口の周知（岡山県男性相談窓口等との連携） 女性が輝くまちづく
り推進課

○こころの健康相談電話【再掲】
　【内容】こころの悩みや精神症状への対応について、本人や家族などからの相談を受付
　　　　　月～金（祝日・年末年始を除く）
　【実績】対応件数　３,７１２件
○依存症相談（※男性に特化していない）
　【内容】予約制／精神科医及び専門職によるアルコール・薬物・ギャンブル等の依存症に関する相談
　【実績】延人数　１５９人

こころの健康セン
ター
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

(１)女性の希
望に応じた働
き方や再就職
への支援

① 女性のキャ
リア形成への
支援

○女性活躍シンポジウムの実施【再掲】
【内容】市民・市内企業における女性活躍の気運の醸成を図るため、「企業における女性活躍の重要性」に
ついて、「企業での女性の活躍事例，女性活躍は企業の経営面からのメリットとなること等」をテーマとす
るシンポジウムを開催
【実績】来場者２２０人

女性が輝くまちづく
り推進課

○女性活躍プログラムの開催【再掲】
【内容】市内企業で働く女性社員のキャリア形成を支援するため、研修プログラムを実施
【対象】岡山市内の事業所に勤務している女性社員及びその上司
【実績】女性社員＋上司向け（１回）＋女性社員（午前・午後２部連続１回）＋女性社員フォローアップ
（１回）　参加者数：女性１５人、上司９人

女性が輝くまちづく
り推進課

○ワークライフバランス啓発及び市内企業紹介事業【再掲】
【内容】企業の女性活躍についての取組や仕事と生活の調和の取組等についての情報を掲載
【実績】５，０００部（市内企業に郵送）

女性が輝くまちづく
り推進課

② 女性の再就
職への支援

〇岡山マザーズハローワークとの連携
　「さんかく岡山」にてマザーズハローワーク出張相談の実施

女性が輝くまちづく
り推進課

○女性の再就職支援事業
【内容】結婚や育児等で離職し、再就職を希望する女性を対象に、就職する上で必要なスキル等の学習機会
を提供する。
【実績】２回実施　受講者：２０人

女性が輝くまちづく
り推進課

○マザーズハローワーク出張相談
【内容】就職希望のある育児中の女性に対して、ハローワークと共同で、ふれあいセンター、公民館で個別
相談を行う。(全６回開催)
【実績】７月　南ふれあいセンター、９月　富山公民館、１０月　北ふれあいセンター、吉備公民館、１１
月　岡山ふれあいセンター、１２月　中区役所で計６回開催。参加者延べ４１人

産業振興・雇用推進
課

Ⅲ　性別にかかわらず、誰もが能力を発揮し活躍できる活力あるまちの実現（女性活躍推進計画）

８　働く場における女性の活躍推進

9
3



基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅲ　性別にかかわらず、誰もが能力を発揮し活躍できる活力あるまちの実現（女性活躍推進計画）

８　働く場における女性の活躍推進

(１)女性の希
望に応じた働
き方や再就職
への支援

③ 女性の創業
への支援

○女性限定の創業セミナーの開催
【内容】意欲のある女性起業家を育成し、地域経済の活性化を図るために開講するもので、財務、マーケ
ティング等の開業の基礎知識を学ぶ。（１回開催）
【対象】市内在住の人、市内で事業を始めたい人、開業間もない人
【実績】９月　中国銀行本店会議室　参加者２８人

産業振興・雇用推進
課

(２)誰もが能
力を発揮でき
る職場環境づ
くりの推進

① 企業等にお
ける女性活躍
促進に向けた
啓発

○女性活躍シンポジウムの実施【再掲】
【内容】市民・市内企業における女性活躍の気運の醸成を図るため、「企業における女性活躍の重要性」に
ついて、「企業での女性の活躍事例、女性活躍は企業の経営面からのメリットとなること等」をテーマとす
るシンポジウムを開催
【実績】来場者２２０人

女性が輝くまちづく
り推進課

○女性活躍プログラムの開催【再掲】
【内容】市内企業で働く女性社員のキャリア形成を支援するため、研修プログラムを実施
【対象】岡山市内の事業所に勤務している女性社員及びその上司
【実績】女性社員＋上司向け（１回）＋女性社員（午前・午後２部連続１回）＋女性社員フォローアップ
（１回）　参加者数：女性１５人、上司９人

女性が輝くまちづく
り推進課

○ワークライフバランス啓発及び市内企業紹介事業【再掲】
【内容】企業の女性活躍についての取組や仕事と生活の調和の取組等についての情報を掲載
【実績】５,０００部（市内企業に郵送）

女性が輝くまちづく
り推進課

② 企業等の優
れた取組の情
報発信及び顕
彰の充実

○女性活躍シンポジウムの実施【再掲】
【内容】市民・市内企業における女性活躍の気運の醸成を図るため、「企業における女性活躍の重要性」に
ついて、「企業での女性の活躍事例、女性活躍は企業の経営面からのメリットとなること等」をテーマとす
るシンポジウムを開催
【実績】来場者２２０人

女性が輝くまちづく
り推進課

○男女共同参画推進事業所の認証【再掲】
【内容】職場における男女共同参画を推進している事業所を認証する。
【実績】３１事業所（平成３１年３月３１日現在）

女性が輝くまちづく
り推進課
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅲ　性別にかかわらず、誰もが能力を発揮し活躍できる活力あるまちの実現（女性活躍推進計画）

８　働く場における女性の活躍推進

(２)誰もが能
力を発揮でき
る職場環境づ
くりの推進

② 企業等の優
れた取組の情
報発信及び顕
彰の充実

○事業者表彰【再掲】
【内容】雇用の分野において男女共同参画社会の形成の促進に関する取組を積極的に行う事業者を「さんか
くウイーク」記念イベントにおいて表彰する。
【実績】２事業者

女性が輝くまちづく
り推進課

○ワークライフバランス啓発及び市内企業紹介事業【再掲】
【内容】企業の女性活躍についての取組や仕事と生活の調和の取組等についての情報を掲載
【実績】５,０００部（市内企業に郵送）

女性が輝くまちづく
り推進課

③ 企業や関係
機関、団体等
の連携の強化

○女性活躍推進協議会の開催
【内容】女性活躍推進法に基づく協議会。関係機関等のネットワークのもとに地域における女性活躍を推進
【実績】２回開催
○大学生のためのキャリア支援講座
【内容】大学生を対象としたＷＬＢを実現しながら管理職として能力を発揮しようとする意識形成を支援す
るための出前講座
【実績】２回　５６人
○関係機関等との意見交換会の開催

女性が輝くまちづく
り推進課

(３)働く場に
おける労働者
の均等な機会
と待遇の確保

① 男女雇用機
会均等法、
パートタイム
労働者や派遣
労働者に関す
る関係法令の
周知

○公正採用選考人権啓発研修（推進員・経営者）の開催
【内容】公正な採用選考による就職の機会均等の確保及び人権が尊重された働きやすい職場環境づくりを目
的に、事業者の公正採用選考人権啓発推進員及び経営者を対象に講演会などを実施した。
【実績】計参加者１,４７９人

人権推進課

② 農林漁業従
事者、関係機
関、団体等へ
の意識啓発

○「男女共同参画のつどいin岡山」の開催
【内容】ＪＡ岡山との共催で「男女共同参画のつどいin岡山」を開催し、農林漁業従事者、地域や関係機
関・団体への意識啓発を図る。
【主な事業】「男女共同参画のつどいin岡山」の開催
【対象／開催日／場所】ＪＡ岡山関係者／Ｈ３１年２月１日／ＪＡ岡山西大寺支所３階大ホール
【実績】参加者３５０人

農林水産課
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

(１)行政分野
における女性
の参画促進

① 市の審議会
等における女
性委員参画状
況の定期的な
把握と目標の
達成

○審議会等の設置並びに運営状況の調査の実施
【目的】各課で所管している審議会等の構成状況を把握する。
【対象】各所管課
【調査時期】４月実施
【主体】行政改革推進室、女性が輝くまちづくり推進課
【調査結果】女性比率４３.０％（Ｈ３１．４．１）

行政改革推進室／女
性が輝くまちづくり
推進課

○協議会等の設置並びに運営状況の調査の実施
【目的】各課で所管している協議会等の構成状況を把握する。
【対象】各所管課
【調査時期】４月実施
【主体】行政改革推進室、女性が輝くまちづくり推進課
【調査結果】女性比率１５.３％（Ｈ３１．４．１）

行政改革推進室／女
性が輝くまちづくり
推進課

○審議会等における積極的改善措置
【内容】男女共同参画専門委員会において、男女いずれの委員も４０％以上となることを満たすことができ
ない審議会の委員選任について審査を行う。
【審査件数】 ３件

女性が輝くまちづく
り推進課

② 女性の市職
員の管理職へ
の登用

○能力・実績主義に基づいた女性職員の管理職への登用
【内容】能力・実績主義により、性別に関わらず職員一人ひとりの能力・実績に応じた登用を行った。
【実績】女性管理職の割合　１２.７％（平成３１年４月１日）

人事課

○コミュニケーション研修
【内容】今後の活躍が期待される女性職員が、自分の意見をしっかり伝えながら相手の話も聴く、すなわち
自己主張をしながら相手のことも思いやるコミュニケーションスキルを習得し、仕事の実践力を向上させ
る。
【受講者】副主査級（在位１年目）の女性職員（２６人）

人事課（人材育成
室）

○女性リーダー研修
【内容】組織・職場における女性リーダーに求められる考え方、スキルを身に付けるとともに、リーダーと
してのキャリア開発に関する疑問や不安を解消し、仕事への意欲・自信を高める。
【受講者】副主査級（在位４年目以上）の女性職員（３６人）

人事課（人材育成
室）

Ⅲ　性別にかかわらず、誰もが能力を発揮し活躍できる活力あるまちの実現（女性活躍推進計画）

９　政策・方針の決定過程への男女共同参画の推進
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅲ　性別にかかわらず、誰もが能力を発揮し活躍できる活力あるまちの実現（女性活躍推進計画）

９　政策・方針の決定過程への男女共同参画の推進

(１)行政分野
における女性
の参画促進

② 女性の市職
員の管理職へ
の登用

○女性が輝く！政策スキルアップ研修
【内容】ダイバーシティーの重要性を理解し、女性ならではの視点から職場の課題を検討する。また、対話
を通じて自分の強みを認識するとともに、課題解決に向けて上司や同僚等周りを巻き込む上でのスキルを習
得する。
【受講者】主任級、副主査級の女性職員（１９人）

人事課（人材育成
室）

○女性活躍シンポジウムの実施【再掲】
【内容】市民・市内企業における女性活躍の気運の醸成を図るため、「企業における女性活躍の重要性」に
ついて、「企業での女性の活躍事例、女性活躍は企業の経営面からのメリットとなること等」をテーマとす
るシンポジウムを開催
【実績】来場者２２０人

女性が輝くまちづく
り推進課

○女性活躍プログラムの開催【再掲】
【内容】市内企業で働く女性社員のキャリア形成を支援するため、研修プログラムを実施
【対象】岡山市内の事業所に勤務している女性社員及びその上司
【実績】女性社員＋上司向け（１回）＋女性社員（午前・午後２部連続１回）＋女性社員フォローアップ
（１回）　参加者数：女性１５人、上司９人

女性が輝くまちづく
り推進課

○男女共同参画推進事業所の認証【再掲】
【内容】職場における男女共同参画を推進している事業所を認証する。
【実績】３１事業所（平成３１年３月３１日現在）

女性が輝くまちづく
り推進課

○事業者表彰【再掲】
【内容】雇用の分野において男女共同参画社会の形成の促進に関する取組を積極的に行う事業者を「さんか
くウイーク」記念イベントにおいて表彰する。
【実績】 ２事業者

女性が輝くまちづく
り推進課

○ワークライフバランス啓発及び市内企業紹介事業【再掲】
【内容】企業の女性活躍についての取組や仕事と生活の調和の取組等についての情報を掲載
【実績】５，０００部（市内企業に郵送）

女性が輝くまちづく
り推進課

(２)企業、教
育機関、その
他の各種機
関・団体等に
おける女性の
能力発揮のた
めの取組の推
進

① 企業や各種
団体等におけ
る女性の能力
発揮のための
積極的取組
（ポジティ
ブ・アクショ
ン）への働き
かけ
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基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅲ　性別にかかわらず、誰もが能力を発揮し活躍できる活力あるまちの実現（女性活躍推進計画）

９　政策・方針の決定過程への男女共同参画の推進

(２)企業、教
育機関、その
他の各種機
関・団体等に
おける女性の
能力発揮のた
めの取組の推
進

① 企業や各種
団体等におけ
る女性の能力
発揮のための
積極的取組
（ポジティ
ブ・アクショ
ン）への働き
かけ

○「さんかく岡山」主催事業
【内容／実施日／場所／参加者数】「企業における女性の活躍推進講演会「働き方改革、本当に必要なこと
は？～日本と世界の潮流、女子学生の本音から考える新しい経営戦略～」／１２月７日／シティミュージア
ム／２４人

女性が輝くまちづく
り推進課
(さんかく岡山）

② 方針決定過
程への女性の
参画の促進

○審議会等における積極的改善措置【再掲】
【内容】男女共同参画専門委員会において、男女いずれの委員も４０％以上となることを満たすことができ
ない審議会の委員選任について審査を行う。
【審査件数】 ３件

女性が輝くまちづく
り推進課

岡山市連合町内会男女共同参画専門部会を開催(計３回）
女性町内会長等懇談会を開催(計１回）

市民協働企画総務課

(３)農林水産
業における政
策・方針決定
過程への女性
の参画の拡大

① 農林水産業
における女性
の参画目標の
策定と早期達
成

○岡山市農業振興ビジョンの策定
【内容】岡山市農業振興ビジョンの重点施策の一つに「担い手の確保・育成」を掲げ、農業経営主とその配
偶者や後継者がともに意欲と能力を十分に発揮できるよう家族経営協定締結数を数値目標として設定。
【策定年月／計画期間】Ｈ２１年３月／１０年間 Ｈ３０年度目標 １４０件
【実績】１４７件

農林水産課

② 女性の能力
開発と適正な
評価

○岡山市農林水産女性部協議会
【内容】農林水産業に携わる女性の地位向上と社会参加の促進をめざし、地域の発展に寄与することを目的
に設置された協議会及び施設の視察研修を実施
【実施日／視察先】Ｈ３０年９月２８日／香川県小豆郡小豆島
【実績】８４人

農林水産課

9
8



基本目標

重点目標

施策の方向性 具体的施策 平成３０年度に実施した主な施策 担当課

Ⅲ　性別にかかわらず、誰もが能力を発揮し活躍できる活力あるまちの実現（女性活躍推進計画）

９　政策・方針の決定過程への男女共同参画の推進

(３)農林水産
業における政
策・方針決定
過程への女性
の参画の拡大

② 女性の能力
開発と適正な
評価

○岡山市女性農業士連絡協議会
【内容】岡山市女性農業士が地域発展のリーダーとして、本市農業の発展及び農村生活の向上に寄与する目
的で設置した連絡協議会の先進地視察研修を実施
【実施日／視察先】Ｈ３１年２月５日～６日／高知県南国市、高知県安芸郡馬路村
【実績】参加者１０人

農林水産課

○家族経営協定締結の啓発・支援
【締結件数】平成３０年度１４７件

農林水産課

③ 農業委員会
等への女性の
登用の促進

○女性認定農業者の育成
【内容】認定農業者の申請受付相談等で、家族経営協定に関する説明等を行い、女性認定農業者の育成増進
を図った。
【実績】女性農業士３１名

農林水産課

○農業委員会活動への女性の参画
【内容】岡山市女性農業士連絡協議会等関係機関との連携を図り、改選時における農業委員会への女性の登
用をすすめるとともに、農業委員会活動、農業施策等に女性の意思が反映されるよう努めた。
【現行】農業委員会委員（女性委員３名）、農地利用最適化推進委員（女性委員２名）

農業委員会事務局

○女性の農業委員会の活動の促進
【内容】全国農業委員会女性協議会等が主催する研修会等への積極的な参加を募り、女性委員の知識・資質
の向上に努めた。
【実績】「おかやま女性農業委員会総会及び全体研修会」（４月２７日 岡山市）（女性委員４名参加）
　　　　「女性の農業委員会活動推進シンポジウム」（３月６日～７日 東京都）（女性委員２名参加）

農業委員会事務局

○女性委員の活動（食育教育と地産地消の推進）
【内容】女性委員が中心となって食育教育と地産地消の推進活動に努めた。
【実績】学校給食への食材提供（小学校３校）、朝市（月１回）、青空市場等への農作物の提供を行った。

農業委員会事務局
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